


第80回国民スポーツ大会

国民スポーツ大会（国スポ）は、都道府県対抗で毎年開催される国内
最大のスポーツの祭典です。本県での開催は、前回のあすなろ国体（※）
以来49年ぶりであり、前回同様、冬季大会と本大会を同一県で開催
する「完全国スポ」です。

あすなろ国体とは？
昭和52年、青森県で国体史上初となる完全国体（冬・夏・秋
と３季にわたり行われる大会を同一県で実施した国体）と
して、第32回国民体育大会（あすなろ国体）が県内各地で
華々しく開催され、本県は天皇杯を獲得しました。

「アップリート君」

大会愛称 スローガン

公式マスコット

青い空、青い海や湖、青い山並みなど美しく豊かな
自然に恵まれた青森県で、あおもり国スポに参加
する全ての人々が、交流を深め、感動を創出し、
いきいきと煌めくような大会を目指します。

縄文時代の遺跡が数多く存在する青森から、新たな
歴史と感動を全国に向けて発信し、未来につなげて
いきたいという願いを込めています。

特徴ある県の形と、ハチマキの
中央にある「りんご」で青森県を
表現しています。

LINEスタンプも販売！

作詞：井元 仁江
作曲：T.Mikami
編曲：多田 慎也、島田 尚
歌唱：りんご娘

（ピンクレディ、
ス ターキングデリシャス、

はつ恋ぐりん、金星）

イメージソング「翔けろ未来へ」
にあわせ、振付けに青森県を表
現するポーズやねぶたの跳人の
動き、手話による表現などを盛り
込んだ、青森らしいユニバーサ
ルデザインダンスです。

公式HP

公式アプリ

検索あおもり国スポ

今すぐ無料ダウンロード！

最新情報は公式アプリ・HP・SNSで！

※2024年から「国民体育大会」の名称が「国民スポーツ大会」に変わりました。

イメージソング 「青の煌めきダンス」
きら

「翔けろ未来へ」 ダンス
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なぎなたの理念 

なぎなたは、なぎなたの修錬により、心身ともに調和のとれた人材を育成する。 
 
 
 
 

指 導 方 針 
 

なぎなたの正しい指導により、技を錬り、心を磨き、気力を高め、体力を養うと共

に、なぎなたの特性の中に生きる日本のすぐれた伝統を守り、規律に従い、礼譲

を尊び、信義を重んじ、毅然として広く平和な社会に役立つ人を養う。 

（公益財団法人 全日本なぎなた連盟） 

 



あ い さ つ 

 

 

 

公益財団法人 日本スポーツ協会 

会 長 遠 藤 利 明 

 

はじめに、本年 7月 28日に発生した令和 8年熊本地震により亡くなられた方々のご冥福

をお祈り申し上げます。また、同地震及び昨年 12月 8日に発生した青森県東方沖地震によ

り被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げ、一日も早い復興と皆様のご健康を心からお

祈りいたします。 

第 80 回国民スポーツ大会は、本年 1 月から 2 月に行われた冬季大会と併せ、「完全国ス

ポ」として開催いたします。 

第 71回岩手大会以来、10年ぶりとなる「完全国スポ」を締めくくる本大会が、縄文の時

代から育まれてきた歴史と文化を有し、豊かな風土に恵まれた本州最北の地、ここ青森県

において開催されますことは、誠に意義深いことであります。 

本年は、第２５回オリンピック冬季競技大会（ミラノ・コルティナ）、サッカーFIFAワー

ルドカップ 2026、第２０回アジア競技大会（愛知・名古屋）などの大規模な国際総合競技

大会が開催され、多くのアスリートの目覚ましい活躍が、私たちに大きな勇気を届けてい

ます。 

本大会が「翔けろ未来へ縄文の風に乗って」というスローガンの通り、出場するアスリ

ートの皆様にとって、世界へ羽ばたく契機となることを切に願っています。 

さて、日本スポーツ協会では、「有識者会議」からの提言に基づき、令和 7年 7月、改革

を具体的に進める組織として、「国スポ改革タスクフォース」を設置しました。 

今後、現状と課題を分析し、国民スポーツ大会が競技性・祝祭性・社会性・文化性を掛

け合わせた、「トップアスリートと地域スポーツの好循環 ～人と地域の未来を創る～」と

いう理念を具現化できる大会となるよう、検討を進めているところです。 

結びに、地震からの復旧に取り組みながら、本大会の開催にあたり諸準備にご尽力いた

だきました 青森県をはじめ、関係の皆様方のご支援、ご協力に対し心から深く感謝申し

上げます。 
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あ い さ つ 

 

 

 

文 部 科 学 大 臣 

    松 本 洋 平 

 

はじめに、令和８年熊本地震によりお亡くなりになられた方々に哀悼の意を表するとと

もに、被災された全ての方々に心からお見舞い申し上げます。 

文部科学省としては、被災された熊本県をはじめとする自治体への支援に全力を挙げて

取り組んでまいります。 

天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、ここ青森県において昭和１００年記念 第８０回国民ス

ポーツ大会「青の煌めきあおもり国スポ」が盛大に開催されますことを、誠に喜ばしく存

じます。 

青森県は、世界自然遺産の「白神山地」、四季折々の表情を見せる「八甲田山」や「岩木

山」など豊かな自然の魅力にあふれ、世界文化遺産である「北海道・北東北の縄文遺跡群」

や重要無形民俗文化財である「青森のねぶた」など、自然と文化が息づく県です。 

昭和５２年のあすなろ国体以来４９年ぶりの青森県での開催となり、「翔けろ未来へ縄文

の風に乗って」をスローガンに、県全域を舞台に熱戦が繰り広げられます。 

本大会は、史上初となる総合開会式・閉会式の屋内開催に加え、大会公式アプリによる

競技情報や結果速報の提供、デジタルチケットの活用などデジタル技術の活用により、選

手と観客双方に配慮した大会運営となっています。「青の煌めきあおもり国スポ」が、国民

に夢と感動を与え、青森県の魅力発信と活性化につながる大会となりますことを心から願

っております。 

郷土の代表として参加される選手の皆さんが、積み重ねてこられた練習の成果を思う存

分発揮され、我が国の国際競技力の向上が図られるとともに、この機会に全国の仲間や青

森県民の皆さんとの交流を通じて、思い出に残る大会となりますことを期待しております。 

昨年度は、東京２０２５世界陸上競技選手権大会、第２５回夏季デフリンピック競技大

会東京２０２５、ミラノ・コルティナ２０２６冬季オリンピック・パラリンピック競技大

会が、今年度は、愛知・名古屋において、第２０回アジア競技大会、第５回アジアパラ競

技大会が開催され、国民のスポーツへの関心はますます高まっているところです。 

文部科学省としましても、アスリートや子供たちの活動の機会を確保し、スポーツの持

つ力やすばらしさが社会の活力につながるよう、関係の皆様と一丸となって取組を進めて

まいります。 

結びに、「青の煌めきあおもり国スポ」の開催に当たり御尽力いただいた地元青森県、会

場となる各市町村をはじめとする関係の皆様の御支援、御協力に対し、心から敬意と感謝

の意を表しまして、御挨拶といたします。 

（令和８年７月３１日現在） 
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あ い さ つ 

 

 

 

公益財団法人 全日本なぎなた連盟 

会 長 久 保 素 子 

 

はじめに、令和８年熊本地震によりお亡くなりになられました方々へのご冥福をお祈り

申し上げます。また、自然災害・豪雨により被災されました各地の皆様にお見舞い申し上

げます。 

青い空、青い海や湖、青い山並みなど美しく豊かな自然に恵まれた青森県で開催されま

す『青の煌めき あおもり国スポ 昭和１００年記念 第８０回国民スポーツ大会 なぎなた

競技会』が、国内外問わず圧倒的な人気を誇る「ふじ」りんご発祥の地、藤崎町にござい

ます「スポーツプラザ藤崎」で開催されますことは大きな喜びでございます。 

今大会のスローガン「翔けろ未来へ 縄文の風に乗って」には縄文時代の遺跡が数多く存

在する青森から新たな歴史と感動を全国に向けて発信し、未来につなげていきたいという

願いが込められています。これは、古来より受け継がれた「武道」の精神を次代に伝える

ことを目指す私どもにとって、大いに共感し、常に心に留めておくべき願いでもあります。 

さて、今年は、世界最高峰の国際大会、サッカーワールドカップが初めての三か国共催

の形で実施されました。国際情勢が不安定ななか過酷な予選を通過し、出場された各国の

精鋭が研ぎ澄まされた技と力の結集を全世界に発信し、多くの感動が生まれスポーツの持

つ力を発信されました。今日、ここにお集まりの選手の皆さんにも、同じ高みを目指すア

スリートとして、その力を存分に発揮していただきたいと思います。皆さんの一挙手一投

足が次代の選手を育てる礎となるのです。名誉ある郷土の代表選手として精一杯競技する

ことはもちろんですが、競技を終えれば、同じ志を持つよきライバルとの交流を深め、後

進の指導に生かしてください。 

最後になりましたが、本大会の開催にあたりご尽力いただいたみなさまに感謝をお伝え

し、わたくしのご挨拶とさせていただきます。 
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歓 迎 の こ と ば 

 

 

 

青 森 県 知 事 

    宮 下 宗一郎 

 

はじめに、令和８年熊本地震によってお亡くなりになられた方々に、深く追悼の意を表

しますとともに、御遺族と被害に遭われた方々に心からお見舞い申し上げます。 

昭和１００年記念青の煌
きら

めきあおもり国スポ「第８０回国民スポーツ大会」が昭和元年

（１９２６年）から起算して満１００年の節目となる年に、天皇皇后両陛下の御臨席を仰

ぎ、青森県において開催されますことをお喜び申し上げます。そして、全国各地からお越

しくださいました選手及び関係者の皆様を、県民を代表して心から歓迎いたします。 

「青の煌
きら

めきあおもり国スポ」は、史上初の完全国体である「あすなろ国体」以来４９

年ぶりとなる青森県での開催であり、国民体育大会から国民スポーツ大会に大会名称が変

更されてから、初の“完全国スポ”となります。 

「翔けろ未来へ縄文の風に乗って」のスローガンのもと、美しく豊かな自然の恵みを受

けながら、一万年以上にわたり縄文文化が営まれていたこの青森の地で生まれる新たな歴

史と感動、そしてこれを希望ある未来へつなげていきます。 

“スポーツで青森県が一つ”に、“私たち県民の心がスポーツで一つ”になる、「青森新

時代」の大会を目指し、県民総参加で青森県を青の煌
きら

めき一色に染め上げ、スポーツの祭

典を盛り上げたいと考えています。 

選手の皆様には、日々の練習で培ったパフォーマンスを存分に発揮されますとともに、

感動と温かい交流にあふれ、皆様の心に残る最高の大会となることを願っています。 

結びに、今大会の開催に御尽力されました関係者の皆様に心から感謝を申し上げるとと

もに、今大会の成功と選手の皆様の御健闘をお祈りし、歓迎のことばといたします。 
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歓 迎 の こ と ば 

 

 

 

青の煌めきあおもり国スポ藤崎町実行委員会会長 

藤崎町長 栩 内 伸 治 

 

はじめに、令和８年熊本地震によりお亡くなりになられた方々に深く哀悼の意を表しま

すとともに、被災された方々に心からお見舞い申し上げます。 

このたび、昭和１００年記念青の煌めきあおもり国スポ「第８０回国民スポーツ大会」

なぎなた競技会を、世界に誇るりんご『ふじ』発祥の地、藤崎町にて開催できますことを

大変うれしく思いますとともに、全国からお越しいただきました選手、監督、関係者の皆

様へ町民を代表して心より歓迎申し上げます。 

藤崎町は、津軽平野の中央に広がる肥沃な大地と清らかな水、そして「津軽富士」と称

される岩木山の雄姿を仰ぐ自然豊かな町でございます。 

この恵まれた環境のもと、1940年にりんご『ふじ』が誕生し、藤崎町の“藤”と日本一

の山“富士山”にちなんで命名されました。いまでは世界で最も広く栽培され、津軽から

世界へ広がる実りの象徴として、多くの人々に親しまれております。 

また、藤崎町は、四季折々の風景とともに暮らしが息づく町でもあります。春には薄紅

色の花咲くりんご畑、夏には緑の田園、秋には豊かな実り、冬には雪に包まれる静けさ、

そのすべてが人々の暮らしと食を支え、やさしさあふれる地域の心を育んでまいりました。

訪れる方々にも、この温もりを感じていただければ幸いに存じます。 

なぎなたは、日本古来の伝統武道として礼節を重んじ、心技体を磨く気高き競技でござ

います。選手の皆様が重ねてこられた鍛錬の結晶は、この津軽の澄んだ空のように清らか

に輝き、本大会の愛称「青の煌めき」を体現することでしょう。 

全国からお集まりいただいた選手の皆様におかれましては、どうぞこの藤崎の地におい

て存分に力を発揮され、互いの友情と敬意を深められますよう願っております。 

結びに、大会開催にご尽力賜りました関係各位に深く感謝を申し上げ、併せて本大会の

盛会と皆様のご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げ、歓迎のことばといたします。 
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歓 迎 の こ と ば 

 

 

 

青森県なぎなた連盟 

会 長 津 島   淳 

 

はじめに、令和８年熊本地震によりお亡くなりになられた方々に、深く哀悼の意を表し

ますとともに、各地で発生した自然災害の被害に遭われた皆さまに心からお見舞い申し上

げます。 

昭和１００年記念 第８０回国民スポーツ大会 青の煌めきあおもり国スポ なぎなた

競技会が、藤崎町にて開催されますことをお喜び申し上げますとともに、全国からお越し

くださいました選手・監督の皆様、関係者の皆様を心から歓迎申し上げます。 

藤崎町は、豊かな緑に囲まれ、りんごやにんにく、お米、卵などの豊富な特産物のほか、

唐糸御前史跡公園の美しい藤棚と、津軽富士と呼ばれる岩木山の眺望は風光明媚であり、

なぎなた選手の凛とした立ち姿と重なるものがあります。 

なぎなた競技は演技競技と試合競技がありますが、演技競技は「静」の中に強い克己心

を持ち、試合競技は「動」の中に冷静に相手を見る精神力が試される気高い競技でありま

す。選手の皆様が、切磋琢磨し鍛え上げた精神をもって、日々の修錬・努力の成果を十二

分に発揮し、郷土の誇りを胸に素晴らしい熱戦が展開されますことを楽しみにしておりま

す。 

また、この機会に藤崎町の自然や文化、特産物に触れ、たくさんの思い出を持ち帰って

いただき、心に残る大会になれば幸いです。 

結びに、本大会の開催に当たり御尽力賜りました関係者の皆様に深く感謝申し上げます

とともに、選手の皆様の御健闘を御祈念申し上げ、歓迎の言葉といたします。 
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天皇杯  皇后杯 

 

 

 

国民スポーツ大会天皇杯・皇后杯授与規程  

 

第１条  国民スポーツ大会開催基準要項第 11 項に基づき、天皇杯は、男女総合成績

第１位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第１位の都道府県に授与する。  

２  第１位が２都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。  

 

第２条   天皇杯及び皇后杯は､総合閉会式に授与し､次回の総合開会式において返還

する。 

 

第３条  天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。  

(1) 信託会社又は確実な金庫に保管する。  

(2) 破損、紛失等の場合は､当該都道府県の責任とする。  

(3) 公益財団法人日本スポーツ協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他

の必要により一時返還を求めた場合は､これに応じなければならない。  

 

第４条  本規程の改廃は、国民スポーツ大会委員会の決議を経て行う。  

 

附 則  本規程は、昭和 41 年４月 １日制定 

昭和 45 年１月 22 日一部改定 

昭和 48 年７月 10 日一部改定 

昭和 54 年５月 ９日一部改定 

平成 17 年６月 16 日一部改定 

平成 22 年３月 17 日一部改定 

本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日（平成 23 年４月１

日）から施行する。  

平成 30 年４月 １日一部改定 

令和 ６年１月 １日一部改定 
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大会会長トロフィー 

 

 

 

国民スポーツ大会会長トロフィー授与規程 

 

第１条  国民スポーツ大会開催基準要項第 11 項に基づき、国民スポーツ大会会長ト

ロフィー(以下｢大会会長トロフィー｣という。)は、正式競技別男女総合成績第

１位の都道府県に授与する。  

２  第１位が２都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。  

 

第２条  大会会長トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還す

る。 

 

第３条  大会会長トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。  

(1) 責任をもって保管する。  

(2) 破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。  

(3) 優勝の刻印を次回大会までに行なうものとする。ただし､第１条第２項の

場合は､当該都道府県で協議して決めるものとする。  

(4) 公益財団法人日本スポーツ協会が必要により一時返還を求めた場合は､こ

れに応じなければならない。  

 

第４条  本規程の改廃は、国民スポーツ大会委員会の決議を経て行う。  

 

附 則  本規程は、昭和 41 年４月 １日制定 

昭和 45 年１月 22 日一部改定 

昭和 48 年７月 10 日一部改定 

昭和 54 年５月 ９日一部改定 

平成 17 年６月 16 日一部改定 

本規程は、公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日（平成 23 年４月１

日）から施行する。  

平成 30 年４月 １日一部改定 

令和 ６年１月 １日一部改定 
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名誉会長 松 本 洋 平

会 長 遠 藤 利 明

副 会 長 益 子 直 美 田 中 不 二 夫 三 宮 恵 利 子 森 岡 裕 策

河 合 純 一 宮 下 宗 一 郎

顧 問 森 喜 朗 安 西 孝 之 岡 崎 助 一 越 川 均

坂 元 要 勝 田 隆 飯 塚 悟 池 田 め ぐ み

石 井 砂 織 植 田 実 浦 美 奈 子 笠 師 久 美 子

鹿 島 丈 博 木 平 芳 定 工 藤 保 子 久 保 正 美

小 寺 洋 櫻 井 由 香 中 嶋 実 橋 本 聖 子

村 松 さ や か 室 伏 由 佳 湯 川 和 之 吉 岡 成 子

久 保 直 生 藤 田 裕 司 藤 原 誠 室 城 信 之

金 子 日 出 澄 貝 瀬 智 洋 森 晃 土 橋 登 志 久

石 丸 元 国 多 氣 洋 平 井 﨑 洋 志 鬼 頭 有 紀 子

長 谷 川 洋 子 吉 田 長 寿 齋 木 尚 子 多 賀 恒 雄

安 藤 淳 上 治 丈 太 郎 湧 永 寛 仁 三 宅 秀 一 郎

佐 藤 健 司 馬 場 美 香 堺 充 廣 南 和 文

宮 永 美 寿 津 千 田 健 一 中 里 壮 也 岡 本 友 章

大 野 淳 永 谷 喜 一 郎 田 村 恒 彦 蒔 田 実

山 﨑 勝 洋 浅 見 敬 子 山 口 徹 正 田 中 伸 周

村 田 利 衛 建 部 彰 弘 市 野 保 己 丸 石 博

中 村 ゆ り 子 齋 藤 良 太 郎 谷 田 部 和 彦 木 村 博 美

井 上 弘 今 川 啓 一 近 藤 重 和 池 谷 正 成

大 澤 明 美 古 城 資 久 小 野 賢 二 園 山 和 夫

中 山 俊 行 田 中 徹 知 念 か お る 出 口 弘 之

田 邊 哲 人 城 門 政 文 前 川 恵 園 田 義 宜

布 村 幸 彦 川 原 元 則 生 島 典 明 大 沢 陽 子

谷 藤 節 雄 中 村 伸 彦 千 葉 玲 佳 奥 山 雅 信

酒 井 祐 一 藤 田 知 巳 北 條 俊 明 田 子 昌 之

新 井 彰 山 﨑 成 夫 塩 見 清 仁 田 名 部 高 雄

井 出 仁 今 西 博 一 中 村 宏 平 新 保 暢

森 山 喜 博 横 山 幹 夫 花 崎 武 彦 髙 橋 繁 浩

山 本 健 次 増 田 和 伯 藤 堂 寛 山 本 誠 三

松 本 恭 幸 東 直 也 奥 田 晃 横 尾 英 治

小 西 慎 太 郎 近 藤 一 幸 堂 本 ひ さ 美 河 村 祐 一

大　会　役　員
2026年7月31日現在

（順不同・敬称略）
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渡 邊 浩 三 田 中 稔 高 岡 晃 仁 青 木 章 泰

城 戸 英 敏 小 柳 勝 彦 辛 木 秀 子 宮 成 康 蔵

若 林 繁 幸 岩 元 幸 成 平 良 朝 治 藤 原 正 樹

新 宮 領 毅 川 上 隆 弘 佐 藤 廣 子 奈 良 隆

小 菅 司 宇 津 木 妙 子 菊 幸 一 小 林 久 美

寺 澤 正 孝 山 口 純 子 中 村 裕 之 小 林 茂 樹

清 水 真 人 福 田 か お る 増 子 宏 矢 野 和 彦

柿 田 恭 良 茂 里 毅 浅 野 敦 行 津 島 淳

神 田 潤 一 木 村 次 郎 江 渡 聡 徳 田 名 部 匡 代

福 士 珠 美 山 中 泉 工 藤 慎 康 風 張 知 子

横 町 俊 明 西 秀 記 濱 舘 豊 光 尾 﨑 寿 一

鈴 木 進 三 本 木 温 有 森 裕 子 鈴 木 大 地

宮 本 恒 靖 深 澤 祐 二 坂 田 東 一 三 須 和 泰

川 合 俊 一 藤 田 直 志 島 田 慎 二 富 山 英 明

馬 場 益 弘 砂 岡 良 治 金 丸 恭 文 安 道 光 二

河 田 正 也 豊 田 章 男 後 藤 正 幸 中 村 真 一

河 合 満 村 井 満 真 砂 威 土 田 雅 人

町 田 幸 男 大 野 正 次 世 耕 弘 成 笹 川 善 弘

納 冨 中 土 居 淳 久 保 素 子 丹 羽 秀 樹

津 賀 一 宏 岩 城 光 英 北 村 聡 荒 川 裕 生

達 増 拓 也 鶴 田 有 司 吉 村 美 栄 子 北 村 清 士

大 井 川 和 彦 福 田 富 一 遠 藤 祐 司 大 野 元 裕

熊 谷 俊 人 小 谷 実 可 子 岡 田 伸 浩 花 角 英 世

新 田 八 朗 山 野 之 義 石 田 嵩 人 髙 野 剛

阿 部 守 一 田 口 義 隆 中 谷 多 加 二 大 村 秀 章

伊 藤 歳 恭 高 橋 祥 二 郎 西 脇 隆 俊 髙 橋 知 史

斎 藤 元 彦 福 谷 健 夫 宮 﨑 泉 林 昭 男

丸 山 達 也 越 宗 孝 昌 迫 谷 章 村 岡 嗣 政

後 藤 田 正 純 綾 田 裕 次 郎 大 塚 岩 男 今 城 純 子

服 部 誠 太 郎 宮 原 耕 史 平 田 研 木 村 敬

麻 生 益 直 日 隈 俊 郎 塩 田 康 一 玉 城 デ ニ ー
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参 与 籾 井 圭 子 大 杉 住 子 中 村 宇 一 廣 田 美 香

阿 部 祐 己 安 藤 晴 美 伊 吹 信 一 井 本 貴 之

蛯 沢 正 勝 大 崎 光 明 大 澤 祥 宏 大 澤 敏 彦

大 平 陽 子 小 笠 原 大 佑 川 村 悟 菊 池 勲

北 向 由 樹 木 明 和 人 櫛󠄁引 ユ キ子 工 藤 兼 光

工 藤 悠 平 後 藤 清 安 小比類巻 正規 今 博

斉 藤 孝 昭 齊 藤 爾 鹿 内 博 清 水 悦 郎

高 橋 修 一 高 畑 紀 子 田 中 順 造 田 名 部 定 男

田 端 深 雪 鶴 賀 谷 貴 寺 田 達 也 夏 坂 修

夏 堀 嘉 一 郎 夏 堀 浩 一 成 田 陽 光 花 田 栄 介

福 士 直 治 丸 井 裕 三 橋 一 三 森 内 之 保 留

山 田 知 山 谷 清 文 吉 田 ゆ か り 吉 俣 洋

和 田 寛 司 奥 田 忠 雄 大 田 圭 平 間 恵 美

安 田 博 松 本 史 晴 中 野 博 之 久 慈 美 穂

三 浦 猛 史 千 葉 雄 文 後 村 文 子 細 谷 健 司

舩 木 久 義 豊 島 信 幸 秋 野 桂 上 沢 謙 一 　

工 藤 泰 正 栗 林 豊 新 屋 孝 文 田 潮

佐 藤 剛 安 田 貴 司 東 山 国 男 大 山 力

山 本 恒 太 津 田 英 一 米 内 正 明 小 山 内 修

堤 静 子 橋 場 保 人 目 澤 伸 一 山 口 龍 城

高 杉 勝 彦 工 藤 裕 司 中 居 敬 子 川 浪 泰 浩

宮 野 孝 晶 田 村 琢 哉 中 川 伸 吾 里 村 智 彦

佐 藤 忠 全 倉 橋 純 造 一 戸 善 正 櫛 引 利 貞

七 尾 嘉 信 佐 藤 健 一 岡 島 裕 史 工 藤 智 久

三 上 千 春 高 木 伸 也 高 杉 金 之 助 小 関 幸 一

外 崎 れ い 子

委 員 長 山 本 浩

副委員長 岩 田 史 昭 石 田 裕 美 出 﨑 和 夫

総務委員 松 永 敬 子 三 宅 宏 実 稲 垣 公 雄 笠 野 英 弘

関 口 直 樹 菅 原 哲 朗 田 﨑 博 道 松 田 基 子

三 ヶ 田 礼 一 山 澤 文 裕 福 田 一 稔 宇 野 武

二 宮 智 浩 小 竹 喜 也 田 内 慎 也 秋 田 勝 行

中 尾 慶 一 郎 下 條 伸 彦 江 橋 千 晴 宮 本 忠

小 澤 大 樹 小 笠 原 忠 儀 髙 井 和 紀

櫛󠄁 引 ユ キ 子

𥱋 田 潮
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委 員 平 野 了 髙 橋 聖 一 永 井 雅 史 神 山 康 洋

福 士 幸 洋 栗 原 崇 竹 ノ 脇 智 秋 鈴 木 克 宜

葛 西 玲 広 濱 野 勉 寺 澤 淳 黒 川 重 男

舟 喜 信 生 福 島 亮 一 中 梶 秀 則 堀 越 浩

加 藤 憲 二 宮 川 良 輔 鈴 木 章 広 川 口 巖

山 口 俊 昭 岡 泉 茂 朝 倉 康 善 木 塚 鉄 也

平 井 宏 治 濱 﨑 滿 岸 川 剛 之 西 原 斗 司 男

山 口 鉄 正 菅 原 正 幸 伊 東 毅 嗣 長 南 哲 生

衛 藤 敬 輔 上 久 保 僚 中 段 亜 由 美 鈴 木 信 吾

内 田 淳 二 関 根 明 子 中 山 二 三 男 﨑 村 尚 人

吉 田 由 美 子 杉 本 好 二 國 重 さ ゆ り 髙 梨 治 紀

川 口 雅 三 田 邊 賢 一 山 口 剛 富 澤 佑 也

政 岡 航 大 坊 百 花 井 澤 貫 太 田 口 雅 紀

寺 垣 佑 介 柿 﨑 繁 信 橋 口 真 夕 田 中 遥 太

町 屋 毅 博 山 本 高 史 松 橋 伸 哉 長 谷 川 光 昭

白 幡 博 久 田 畑 幸 浩 加 藤 雄 樹 小 林 健 也

幸 田 和 洋 大 貫 大 輔 小 池 則 之 今 井 隆 元

三 浦 理 舟 木 雅 美 阿 部 哲 也 片 岡 英 史

福 居 久 志 三 武 紀 子 長 坂 嘉 久 井 澤 克 行

林 剛 史 稲 葉 晴 伸 森 島 哲 也 和 田 吉 史

中 野 真 吾 佐 々 木 智 也 木 原 哲 也 越 智 敏 文

小 林 悟 中 嶋 純 也 前 田 康 博 松 本 守 正

松 本 綾 子 中 田 健 治 石 津 雅 之 加 藤 泰

高 田 孝 行 日 野 剛 前 田 義 朗 笠 井 康 行

尾 鷲 一 成 川 端 利 行 濱 本 昌 宏 𠮷 野��賢�一�郎

都 甲 尚 生 山 元 尚 史 黒 田 裕 史 髙 野 瑞 洋

遠 藤 信 哉 角 屋 憲 正 千 葉 雅 也 菅 間 裕 晃

岡 崎 正 彦 角 田 真 司 加 藤 木 紳 克 柄 澤 宏 之

杉 田 聡 塩 田 憲 司 藤 丸 伸 和 河 野 公 紀

碓 井 稔 武 田 知 己 井 上 哲 今 後 元 彦

沼 田 守 弘 田部 長右衛門 松 井 守 吉 岡 直 彦

髙 岡 晃 仁 葛 目 憲 昭 寺 崎 雅 巳 田 島 祥 嗣

荒 木 健 治 平 江 公 一 黒 木 淳 一 郎 城 間 敏 生

丹 羽 浩 彰
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名誉会長 栩 内 伸 治

会 長 久 保 素 子

副 会 長 樋 口 修 三 井 千 壽 中 浩 司 津 島 淳

石 井 孝 相 馬 勝 治

顧 問 谷 口 克 美 柳 生 耕 一 木 村 恭 子 佐 藤 浩 市

橋 本 久 美 子 畠 瀬 美 佐 子 森 知 高 中 村 ゆ り 子

吉 井 美 惠 子 田 室 美 知 子 富 山 明 吉 春 日 川 寛 治

鈴 木 照 子 住 谷 達 佐 藤 孝 子 矢 澤 良 伸

岡 田 広 實 島 範 朗 中 曽 根 弘 文 帆 足 光 代

小 野 恭 子 磯 部 篤 長 瀬 弘 上 田 文 彦

立 川 厚 太 郎 大 丸 浩 二 田 中 幹 夫 寳 達 典 久

渡 辺 大 輔 牧 野 京 夫 江 﨑 鐵 磨 工 藤 隆

近 藤 登 森 田 充 榊 田 恭 子 廣 瀬 恭 子

佐 見 津 和 彦 福 田 啓 子 濱 口 太 史 宮 田 挙 子

水 谷 厚 志 佐 々 木 裕 子 宮 本 博 子 友 広 巌

梶 正 司 原 徹 臣 広 田 一 佐 田 正 二 郎

篠 塚 周 城 友 田 吉 泰 伊 豆 英 一 上 野 公 則

佐 々 木 逸 夫 眞 田 俊 上 地 幸 市 奈 良 完 治

小 山 内 宏 太

参 与 黒 川 久 子 黒 星 敦 子 小 澤 多 喜 子 角 薫

田 中 美 智 代 東 美 智 子 大 野 京 子 一 川 治 子

酒 井 千 波 竹 葉 理 生 子 榎 戸 二 三 枝 稲 岡 和 子

藤 井 靖 子 井 上 弼 子 小 林 み ち 江 谷 本 良 子

平 山 悦 子 三 上 孝 之 阿 部 祐 己 榊 孝 雄

稲 葉 由 美 相 坂 清 志 千 葉 孝 蔵 石 澤 貴 幸

三 上 道 人 五 十 嵐 忍 奈 良 岡 文 英 小 野 稔

浅 利 直 志 加 福 哲 三 工 藤 優 浅 瀬 石 純 司

工 藤 弓 枝 佐 々 木 泰 人 田 中 智 美 太 田 勇 吉

野 呂 清 山 内 敏 髙 木 威 葛 西 鉄 美

赤 石 久 男 鳴 海 浩 司 石 澤 岩 博 三 浦 良 彦

佐 藤 健 境 輝 幸 佐 々 木 渉 水 谷 圭 希

小 笠 原 明 佐 藤 康 文 桂 航 一 郎 木 村 文 徳

成 田 康 治 久 保 田 育 子 村 上 英 岐 柏 田 松 代

小 岩 一 夫 漆 坂 玲 子 高 木 志 津

競　技　会　役　員

（順不同・敬称略）
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委 員 長 福 岡 知 子

副委員長 川 越 流 美 子

委 員 関 祐 介 德 地 昌 代 中 段 亜 由 美 天 川 彰 子

音 成 桂 子 佐 藤 聖 子 佐 藤 佑 介 紫 関 譲 子

髙 田 成 美 髙 橋 登 子 田 中 ひ か る 野 津 有 生 子

濱 岡 紀 久 子 久 光 重 宏 平 池 徳 見 増 田 桂 子

松 井 亮 子 宮 森 洋 子 与 語 美 恵 吉 井 和 代

阿 部 優 樹 打 谷 桂 子
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競技役員・競技補助員

総 務 委 員 長 1 中　段　亜由美

総 務 副 委 員 長 1 田　中　智　美

今　浦　千　信 橋　口　裕　子 黒　木　靖　恵 近　村　奈緒子

今　　　幸　子 葛󠄀　西　鉄　美 野　呂　敦　子 三　上　津香子

18 平　田　千　秋 後　藤　　　恵 福　士　怜　美 加　藤　寿　子

岩　谷　眞佐子 岸　　　瑞　穂 木　村　鈴　子 竹　内　玲　乃

安　田　麻夕子 葛󠄀　西　菜々絵

総 務 補 助 員 4 大久保　愛　子 小笠原　茉莉花 盛　田　衣々寧 三　浦　想　菜

審 判 長 1 谷　本　良　子

コ ー ト 審 判 主 任 2 髙　橋　登　子 我　山　千枝子

廣　瀬　幸　子 島　名　きよみ 葉　山　奈緒美 鈴　木　　　亘

村　上　　　礼 濱　岡　紀久子 増　田　桂　子 松　井　亮　子

梅　原　敬　子 廣　岡　奈緒美 紫　関　譲　子 吉　井　和　代

島　崎　智　絵 嶋　田　信　子 田　中　千　景 尾　形　美　和

西　岡　政　英 森　田　美　穂

競 技 委 員 長 1 見　世　真弓美

競 技 副 委 員 長 1 吉　村　侑　子

選 手 委 員 主 任 2 佐　藤　千　春 藤　田　あゆみ

加　藤　貴　子 加　川　志　保 大　平　真　央 中　西　美　玖

南　舘　日奈太 大　平　実　央 奈良岡　胡　春 天　内　友　美

石　橋　栄　乃 大　坂　圭　乃 三　上　ゆり子 木　村　　　響

成　田　実　紗 蝦　名　明　空 荒　谷　真　凛 須　藤　安　美

相　馬　美　咲 鈴　木　詩　乃

中　嶋　梨　湖 木　村　妃真里 前　田　　　椿 四　戸　柚　妃

甲　田　柚　妃 立　崎　紗也子 角　田　藍　花 矢　口　真　桜

畑　山　来　未 畑　山　成　実 中　市　楓　華

時 計 委 員 主 任 2 上　原　裕　子 佐　藤　松　夫

三　浦　優　美 松　本　沙　紀 加　福　哲　三 和　田　由紀子

成　田　路　子

葛　西　美　桜 後　藤　ま　こ 和　田　彩　聖 高　槻　馨　子

松　尾　遥　軌

記 録 委 員 主 任 2 久保田　隼　祐 杉　山　理　子

川　口　　　智 小山内　信　二 齋　藤　智　恵 永　田　慎　也

記 録 委 員 山　上　真　弓 森　　　岩　樹 髙　野　浩　輝 鈴　木　文　乃

西　村　美　香

佐々木　比　那 境　　　心　桜 水　木　伶　咲 小山内　元　歩

唐　牛　結　菜 須　藤　未　宇 鈴　木　そ　ら 中　村　椛　稟

山　野　初　芽 長　内　瑛玲奈

9

記 録 補 助 員 10

選 手 補 助 員 11

時 計 委 員 5

時 計 補 助 員 5

審 判 員 18

選 手 委 員 18

第 ２ 試 合 場

氏　　　　名 氏　　　　名

総 務 委 員

役職名
第 １ 試 合 場
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掲 示 委 員 主 任 2 鈴　木　百合子 高　野　礼　子

掲 示 委 員 4 高　槻　仁　美 石　田　みのり 小　森　幸　子 大　川　沙　織

掲 示 補 助 員 4 山　口　竜之介 小　林　奏　一 高　槻　香太朗 佐々木　晃　仁

計 量 用 具 委 員 主 任 1 馬　渡　まり子

福　井　郁　子 葛　西　智　美 三　上　優香里 舘　山　一　夫

五十嵐　安　弘 下　村　　　肇

計 量 用 具 補 助 員 4 葛　西　芽　彩 小　森　希　愛 佐　藤　桜　姫 中　畑　千　尋

放 送 委 員 主 任 1 鳥谷部　絵　美

放 送 委 員 2 葛󠄀　西　真輝子 横　山　琢　巳

速 報 委 員 主 任 1 石　田　玲　子

速 報 委 員 3 佐　藤　　　謙 木　村　広　美 木　村　淳　司

寺　内　理俐子 佐　藤　凪　紗 蝦　名　晴乃亮 高　梨　遥　陽

佐　藤　悠大郎 齋　藤　　　翔 安　倍　優　飛 小　野　正　陽

加　川　瑛　人 横　山　宗　汰 山　口　大　虎 三　浦　あ　ず

唐　牛　さくら 木　村　静　那 白　戸　桃　奈

報 道 委 員 主 任 1 齋　藤　　　葵

報 道 委 員 1 小山内　陽　子

総合成績計算委員主任 1 佐々木　敬　弘

総 合 成 績 計 算 委 員 2 柏　田　雅　代 白　岩　希　子

送 受 信 委 員 主 任 1 松　谷　理　美

送 受 信 委 員 2 石　田　　　凜 小　野　伶　奈

競 技 会 係 員  藤崎町職員　ＮＰＯ法人藤崎町スポーツ協会　ＮＰＯ法人藤崎町文化協会　

競 技 会 補 助 員

15

競技会係員・競技会補助員

 藤崎町婦人会　藤崎町スポーツ推進委員協議会　藤崎町消防団

 藤崎町防犯指導隊　弘前交通安全協会藤崎支部　藤崎町健康推進員会

 ボランティア一同

速 報 補 助 員

第 ２ 試 合 会 場

氏　　　　名 氏　　　　名

計 量 用 具 委 員 6

役職名
第 １ 試 合 会 場
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〔34〕なぎなた競技

１ 期 日 2026 年 10 月 17 日（土）から 10 月 19 日（月）まで（３日間）

種 別 種 目 時 間 10/17（土） 10/18（日） 10/19（月）

成年女子

演技 午前

１・２・３回戦

準 々 決 勝 戦

順位決定予備戦

５～８位決定戦

準 決 勝 戦

３ 位 決 定 戦

決 勝 戦

試合
午前

３ 回 戦

準 々 決 勝 戦

順位決定予備戦

５～８位決定戦

準 決 勝 戦

３ 位 決 定 戦

決 勝 戦

午後 １ ・ ２ 回 戦

少年女子

演技 午前

１・２・３回戦

準 々 決 勝 戦

順位決定予備戦

５～８位決定戦

準 決 勝 戦

３ 位 決 定 戦

決 勝 戦

試合

午前

準 決 勝 戦

３ 位 決 定 戦

決 勝 戦

午後

１ ・ ２ 回 戦

準 々 決 勝 戦

順位決定予備戦

５～８位決定戦

２ 会 場 藤崎町 スポーツプラザ藤崎

３ 種別（種目）及び参加人員

種別・種目 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合計(人)

成 年 女 子

１

３ 47 188

314
少年女子

演技・試合 ３ 32 96

演 技 の み ２ 15 30

（注） 監督は各都道府県１名とし、選手を兼ねることはできない。

４ 競技上の規程及び方法

⑴ 競技規定及び審判員

ア 公益財団法人全日本なぎなた連盟競技規定並びに審判規定による。
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イ 各種別の選手編成は、１チーム３名とする。ただし、少年女子において演技選手のみ

の場合は、１チーム２名とする。試合選手は先鋒・中堅・大将、演技選手はしかけ・応じ

をそれぞれ構成する。

ウ 審判員は、公益財団法人全日本なぎなた連盟において選出する。

⑵ 競技方法

ア 試合・演技ともトーナメント方式とし、第１位から第８位までを決定する。

イ 試合 試合時間は３分。勝敗が決しない場合は延長戦を行う。延長時間は２分、延長

１回で勝敗が決しない場合は、審判員の判定とする。

ウ 演技 各種別、指定された「しかけ・応じ」３本を旗形式により行う。

（成年女子は４本目・５本目・７本目、少年女子は１本目・４本目・５本目）

５ 予選方法

総則 17 の定めによるほか、次による。

(1) 成年女子

ア 各都道府県の予選会は、2026 年８月 23 日（日）までに終了すること。

イ 報告

(ｱ) 予選会の実施期日が決定した場合には、所定の用紙により 2026 年６月 19 日（金）

までに公益財団法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。

(ｲ) 予選会の結果については、速やかに所定の要領により 2026 年８月 26 日（水）まで

に公益財団法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。

(2) 少年女子

ア 各ブロック大会は、2026 年８月 23 日（日）までに終了すること。

イ 報告

(ｱ) ブロック大会主管連盟は、実施要項を 2026 年４月 17 日（金）までに公益財団法人

全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。

(ｲ) 各都道府県は予選会の結果を所定の要領により、各ブロック大会開催前に公益財団

法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。

(ｳ) ブロック大会主管連盟は、結果について速やかに所定の要領により 2026 年８月 26

日（水）までに公益財団法人全日本なぎなた連盟宛てに報告すること。

ﾌﾞﾛｯｸ名 都 道 府 県 名
成年

女子

少年女子

演技 試合

北海道 北海道 １ １ １

東 北 岩手、宮城、秋田、山形、福島 ５ ５ ４

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ８ ８ ５

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 ５ ５ ３

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 ４ ４ ３

近 畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 ６ ６ ４

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 ５ ５ ３

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ４ ４ ３

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ８ ８ ５

開催県 青森 １ １ １

計 47 47 32
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６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準

総則５に定めるもののほか、次による。

監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認なぎなた

コーチ１、公認なぎなたコーチ２、公認なぎなたコーチ３、公認なぎなたコーチ４のいずれ

かの資格を有する者とする。

７ 総合成績決定方法

総合成績（天皇杯得点、皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合計とし、その得点の多

い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠

位とする。

⑴ 競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

成 年 女 子

少 年 女 子

成 年 女 子

少 年 女 子

各種目とも、１位 24 点、２位 21 点、３位 18 点、４

位 15 点、５位 12 点、６位９点、７位６点、８位３点の

競技得点を与える。

⑵ 参加得点

大会に参加した都道府県に 10 点を与える。ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲

得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。

８ 表 彰

⑴ 総合成績第１位から第８位までの都道府県に、表彰状を授与する。

⑵ 総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。

⑶ 各種目の第１位から第８位までに、賞状を授与する。

９ 参加申込方法

総則８に定めるもののほか、次による。

⑴ 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入

力の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて 2026 年９月３日（木）午後５時までに申込手

続を完了すること。

⑵ 締切期限以降は、所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセス

できなくなるので、締切期限を厳守すること。

⑶ 参加申込締切後の監督・選手の交代は、特別な事情の場合のみ認めるものとし、その取

扱いについては、下記宛に所定の様式にて届け出なければならない。

ただし、交代する選手は都道府県予選会に参加した選手に限り認めるが、試合・演技と

も構成の変更は認めず、その欠如したところに出場させること。

ア 提出期日 2026 年 10 月 16 日（金）午後３時

イ 提 出 先

(ｱ) 〒664-0851 兵庫県伊丹市中央一丁目６番 19 号 ５階

公益財団法人全日本なぎなた連盟

TEL 072-775-2838 FAX 072-772-2062
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(ｲ) 〒030-8570 青森県青森市長島一丁目１番１号

青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会事務局

（青森県国スポ・障スポ局 競技式典課 競技運営グループ）

TEL 017-734-9771 FAX 017-734-8015

E-mail aomori2026kyougiunei@pref.aomori.lg.jp

(ｳ) 〒038-1214 青森県南津軽郡藤崎町大字常盤字三西田 35 番地１

青の煌めきあおもり国スポ藤崎町実行委員会事務局

（藤崎町教育委員会 生涯学習課 国民スポーツ大会推進室）

TEL 0172-65-3100 FAX 0172-65-3128

E-mail kokusupo@town.fujisaki.lg.jp

なお、(ｲ)(ｳ)については、原則メールにて提出とする。また、公益財団法人日本スポー

ツ協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続により、参加申込情報を修正すること。

10 参加上の注意

⑴ 試合選手は、垂れにゼッケン（黒地又は紺地）をつける。ゼッケンの上部に白字で都道

府県名（横書き）、中央に姓（縦書き）を明記する。

⑵ 演技選手は、稽古着左胸に横８㎝、縦 13 ㎝の白布に黒字で都道府県名（横書き）、中央

に姓（縦書き）を明記したゼッケンをつける。

⑶ 試合・演技とも、選手の資格による構成は自由とする。

11 そ の 他

⑴ 組合せ抽選会

日 時 2026 年９月５日（土） 午後１時

場 所 公益財団法人全日本なぎなた連盟事務局

〒664-0851 兵庫県伊丹市中央一丁目６番 19 号 ５階

TEL 072-775-2838 FAX 072-772-2062

⑵ 用具検定

日 時 2026 年 10 月 16 日（金） 午後３時

場 所 藤崎町文化センター ロビー

〒038-3803 青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田１丁目１番地

TEL 0172-75-3311 FAX 0172-75-3313

⑶ 監督会議

日 時 2026 年 10 月 16 日（金） 午後３時

場 所 藤崎町文化センター 多目的ホール

〒038-3803 青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田１丁目１番地

TEL 0172-75-3311 FAX 0172-75-3313

⑷ 審判会議

日 時 2026 年 10 月 16 日（金） 午後４時 10 分

場 所 スポーツプラザ藤崎 審判員控室

〒038-3803 青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田１丁目１番地

TEL 0172-75-3323 FAX 0172-75-4090
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⑸ 総合表彰式

日 時 2026 年 10 月 19 日（月） 午後０時 40 分

場 所 スポーツプラザ藤崎 アリーナ

〒038-3803 青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田１丁目１番地

TEL 0172-75-3323 FAX 0172-75-4090
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選手団退場

開式通告

選手団入場

成績発表

総合成績発表

競技会会長挨拶

歓送のことば

競技会終了宣言

閉式通告

選手団退場

    日  時 令和８年10月19日（月）　12時40分～13時20分

賞状・メダル・副賞授与

表彰状授与

大会会長トロフィー授与

スポーツプラザ藤崎　アリーナ    場  所

5

6

7

審判長注意

閉式通告

開式通告

選手団退場

【少 年 女 子 表 彰 式】

【成年女子表彰式・総合表彰式】

6

1

2

1

2

3

4

5

    日  時

8

9

10

11

12

開式通告

選手団入場

競技会開始宣言

国歌斉唱

大会会長トロフィー返還

【オープニングプログラム】

式　次　第

    日  時 令和８年10月17日（土）　9時20分～10時00分

    場  所 スポーツプラザ藤崎　アリーナ

1

2

3

4

5

3

4

6

7

8

9

10

    場  所 スポーツプラザ藤崎　アリーナ

競技会会長挨拶

歓迎のことば

選手団入場

成績発表

賞状・メダル・副賞授与

閉式通告

令和８年10月18日（日）　11時50分～12時15分
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〔34〕なぎなた競技

競 技 日 程

会場：スポーツプラザ藤崎

10月16日(金) 藤崎町文化センター　多目的ホール

10月16日(金) スポーツプラザ藤崎　審判員控室

10月17日(土) スポーツプラザ藤崎　アリーナ

( 47都道府県参加 )

10:20 ～ 10:41 ( ) ( ) 10:20 ～ 10:44 ( 8試合 )

10:41 ～ 11:05 ( ) ( ) 10:44 ～ 11:08 ( 8試合 )

11:15 ～ 11:27 ( ) ( ) 11:15 ～ 11:27 ( 4試合 )

11:28 ～ 11:34 ( ) ( ) 11:28 ～ 11:34 ( 2試合 )

11:35 ～ 11:38 ( ) ( ) 11:35 ～ 11:38 ( 1試合 )

11:39 ～ 11:42 ( ) ( ) 11:39 ～ 11:42 ( 1試合 )

11:43 ～ 11:46 ( ) ( ) 11:43 ～ 11:46 ( 1試合 )

( ) 11:47 ～ 11:50 ( 1試合 )

11:50 ～ 11:53 ( ) ( )

( 32都道府県参加 )

12:50 ～ 14:50 ( ) ( ) 12:50 ～ 14:50 ( 8試合 )

14:50 ～ 15:50 ( ) ( ) 14:50 ～ 15:50 ( 4試合 )

15:51 ～ 16:21 ( ) ( ) 15:51 ～ 16:21 ( 2試合 )

16:24 ～ 16:39 ( ) ( ) 16:24 ～ 16:39 ( 1試合 )

16:42 ～ 16:57 ( ) ( ) 16:42 ～ 16:57 ( 1試合 )

09:20～10:00

16:10～17:00

15:00～16:00

審 判 会 議

監 督 会 議

第 1 試 合 場 競　　　　技 第 2 試 合 場

1

日

目

10

月

17

日

(土)

8試合

7試合

1試合

1試合

オープニングプログラム

16試合

15試合

―

―

1試合

1試合

2試合

2 回 戦

1 回 戦

決 勝 戦

2試合

2試合

4試合

8試合

( 11:53 ～ 12:50 )

3 位 決 定 戦

準 決 勝 戦

5位・ 7位決定戦1試合

1試合

2試合

4試合

順 位 決 定 予 備 戦

準 々 決 勝 戦

3 回 戦

1試合

1試合

2試合

4試合

8試合

昼 食

5位・ 7位決定戦

順 位 決 定 予 備 戦

準 々 決 勝 戦

2 回 戦

1 回 戦

2試合

2試合

4試合

8試合

16試合

少年女子・試合競技

少年女子・演技競技

藤崎町
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( 準決勝・3位決定戦・決勝戦 )

9:00 ～ 9:15 ( ) ( ) 9:00 ～ 9:15 ( 1試合 )

( ) 9:18 ～ 9:33 ( 1試合 )

9:33 ～ 9:48 ( ) ( )

( 47都道府県参加 )

10:00 ～ 10:21 ( ) ( ) 10:00 ～ 10:24 ( 8試合 )

10:21 ～ 10:45 ( ) ( ) 10:24 ～ 10:48 ( 8試合 )

10:55 ～ 11:07 ( ) ( ) 10:55 ～ 11:07 ( 4試合 )

11:08 ～ 11:14 ( ) ( ) 11:08 ～ 11:14 ( 2試合 )

11:15 ～ 11:18 ( ) ( ) 11:15 ～ 11:18 ( 1試合 )

11:19 ～ 11:22 ( ) ( ) 11:19 ～ 11:22 ( 1試合 )

11:23 ～ 11:26 ( ) ( ) 11:23 ～ 11:26 ( 1試合 )

( ) 11:27 ～ 11:30 ( 1試合 )

11:30 ～ 11:33 ( ) ( )

( 47都道府県参加 )

13:00 ～ 14:45 ( ) ( ) 13:00 ～ 15:00 ( 8試合 )

14:45 ～ 16:45 ( ) ( ) 15:00 ～ 17:00 ( 8試合 )

9:00 ～ 10:00 ( ) ( ) 9:00 ～ 10:00 ( 4試合 )

10:01 ～ 10:31 ( ) ( ) 10:01 ～ 10:31 ( 2試合 )

10:34 ～ 10:49 ( ) ( ) 10:34 ～ 10:49 ( 1試合 )

10:52 ～ 11:07 ( ) ( ) 10:52 ～ 11:07 ( 1試合 )

11:08 ～ 11:23 ( ) ( ) 11:08 ～ 11:23 ( 1試合 )

( ) 11:26 ～ 11:41 ( 1試合 )

11:41 ～ 11:56 ( ) ( )

( 12:40 ～ 13:20 )

1試合

第 1 試 合 場 競　　　　技

少年女子・試合競技

準 決 勝 戦 2試合

2 回 戦 16試合

2

日

目

10

月

18

日

(日)

2試合 準 々 決 勝 戦 4試合

1試合 順 位 決 定 予 備 戦 2試合

4試合

成年女子・演技競技

―

( 12:15 ～ 13:00 )

―

―

( 11:50 ～ 12:15 )

8試合

1試合

成 年 女 子 表 彰 式

総 合 表 彰 式

4試合 3 回 戦 8試合

( 3 回 戦 ～ 決 勝 戦 )

7試合 1 回 戦 15試合

8試合 2 回 戦 16試合

1試合 決 勝 戦 1試合

3 位 決 定 戦

8試合

3

日

目

10

月

19

日

(月)

―

―

3 位 決 定 戦 1試合

1試合 決 勝 戦 1試合

1試合 5位・ 7位決定戦 2試合

1試合 準 決 勝 戦 2試合

2試合 準 々 決 勝 戦 4試合

1試合 順 位 決 定 予 備 戦

成年女子・試合競技

2試合

第 2 試 合 場

第 1 試 合 場 競　　　　技 第 2 試 合 場

少 年 女 子 表 彰 式

昼 食

― 3 位 決 定 戦 1試合

1試合 決 勝 戦 1試合

1試合 5位・ 7位決定戦 2試合

1試合 準 決 勝 戦 2試合

3 回 戦

成年女子・試合競技

7試合 1 回 戦 15試合
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諸 会 議 等 日 程 表 

 
 
 

  10月 16日（金） 

名    称 会       場 時  間 

競技役員打合せ会 スポーツプラザ藤崎 アリーナ 13:30～13:45 

第２回実行委員会 藤崎町文化センター ２階 会議室 13:50～14:50 

用 具 検 定 
藤崎町文化センター ロビー 
＊受付時間 （15：00～16：10） 

15:00～16:30 

監 督 会 議 藤崎町文化センター ３階 多目的ホール 15:00～16:00 

審 判 会 議 スポーツプラザ藤崎 審判員控室 16:10～16:30 

審 判 研 究 会 スポーツプラザ藤崎 アリーナ 16:30～17:00 
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の敗者

なぎなた競技組合せ表
【 少年女子演技競技 】

都道府県名
10月17日 (土)

都道府県名
1回戦 2回戦 3回戦 準々決勝 準決勝

（第１試合場） （第２試合場）

1 長 崎 県 24 栃 木 県

決勝 準決勝 準々決勝 3回戦 2回戦 1回戦

2 神奈川県
1-8 2-9

25 香 川 県
1-1 2-1

3 北 海 道 26 東 京 都1-16
2-17

4 岩 手 県 27 埼 玉 県
1-9 2-2

5 福 井 県 28 愛 媛 県
2-10

1-20
6 兵 庫 県 29 静 岡 県

2-21
7 滋 賀 県

1-10
30 鳥 取 県

1-2
8 富 山 県

2-11

青 森 県
1-11

2-4
11 岡 山 県 34 福 島 県

31 長 野 県
1-17 2-3

9 大 阪 府 32 奈 良 県
1-3 2-18

2-12
1-24 2-25

12 三 重 県
1-25

10 島 根 県 33

35 福 岡 県

13 徳 島 県
1-12

36 茨 城 県
1-4

14 千 葉 県
2-13

37 大 分 県
1-18 2-5

15 鹿児島県 38 京 都 府
1-5 2-19

16 石 川 県 39 山 口 県
1-13

2-6
17 山 梨 県 40 沖 縄 県

2-14
1-21

18 広 島 県 41 愛 知 県
2-22

19 宮 城 県
1-14

42 熊 本 県
1-6

20 山 形 県
2-15

43 秋 田 県
1-19

23 新 潟 県 46 高 知 県
2-16

2-7
21 岐 阜 県 44 宮 崎 県

1-7 2-20
22 群 馬 県 45

47 和歌山県

1-23

５位決定戦

1-22 2-23 2-26 2-24

佐 賀 県
1-15

2-8

順位決定予備戦 ３位決定戦 ７位決定戦

1-22 2-23

の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者

1-20 1-21 2-21 2-22 1-24 2-25
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準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 2回戦 1回戦

なぎなた競技組合せ表
【 少年女子試合競技 】

都道府県名
10月17日 (土) 10月18日 (日) 10月17日 (土)

都道府県名
1回戦 2回戦 準々決勝

（第１試合場） （第２試合場）

1 青 森 県 17 岐 阜 県
1-1 2-1

2 高 知 県 18 東 京 都
1-9 2-9

3 島 根 県 19 山 口 県
1-2 2-2

4 福 島 県 20 栃 木 県
1-13 2-13

5 福 井 県 21 宮 崎 県
1-3 2-3

6 長 野 県 22 大 阪 府
1-10 2-10

7 三 重 県 23 千 葉 県
1-4 2-4

8 愛 媛 県 24 石 川 県
1-17 2-17

9 岡 山 県
1-18

25 愛 知 県
1-5 2-5

10 大 分 県 26 鹿児島県
1-11 2-11

11 岩 手 県 27 山 形 県
1-6 2-6

12 兵 庫 県 28 埼 玉 県
1-14 2-14

13 佐 賀 県 29 香 川 県
1-7

16 沖 縄 県 32 和歌山県

2-7
14 北 海 道 30 神奈川県

1-12 2-12
15 京 都 府 31

2-18

1-17 2-17

の敗者 の敗者

３位決定戦

宮 城 県
1-8 2-8

1-16

５位決定戦

1-15 2-15 2-16

1-13 1-14 2-13 2-14 1-15

順位決定予備戦 ７位決定戦

2-15

の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者
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の敗者

なぎなた競技組合せ表
【 成年女子演技競技 】

都道府県名
10月18日 (日)

都道府県名
1回戦 2回戦 3回戦 準々決勝 準決勝

（第１試合場） （第２試合場）

1 福 井 県 24 石 川 県

決勝 準決勝 準々決勝 3回戦 2回戦 1回戦

2 岩 手 県
1-8 2-9

25 滋 賀 県
1-1 2-1

3 長 野 県 26 岐 阜 県1-16
2-17

4 宮 城 県 27 和歌山県
1-9 2-2

5 新 潟 県 28 香 川 県
2-10

1-20
6 奈 良 県 29 愛 知 県

2-21
7 大 阪 府

1-10
30 徳 島 県

1-2
8 山 梨 県

2-11

福 島 県
1-11

2-4
11 熊 本 県 34 東 京 都

31 静 岡 県
1-17 2-3

9 栃 木 県 32 長 崎 県
1-3 2-18

2-12
1-24 2-25

12 兵 庫 県
1-25

10 千 葉 県 33

35 三 重 県

13 茨 城 県
1-12

36 富 山 県
1-4

14 佐 賀 県
2-13

37 広 島 県
1-18 2-5

15 群 馬 県 38 岡 山 県
1-5 2-19

16 鹿児島県 39 大 分 県
1-13

2-6
17 秋 田 県 40 京 都 府

2-14
1-21

18 島 根 県 41 愛 媛 県
2-22

19 神奈川県
1-14

42 埼 玉 県
1-6

20 鳥 取 県
2-15

43 青 森 県
1-19

23 高 知 県 46 宮 崎 県
2-16

2-7
21 北 海 道 44 山 口 県

1-7 2-20
22 山 形 県 45

47 福 岡 県

1-23

５位決定戦

1-22 2-23 2-26 2-24

沖 縄 県
1-15

2-8

順位決定予備戦 ３位決定戦 ７位決定戦

1-22 2-23

の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者 の敗者

1-20 1-21 2-21 2-22 1-24 2-25
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なぎなた競技組合せ表
【 成年女子試合競技 】

都道府県名
10月18日(日) 10月19日 (月) 10月18日(日)

都道府県名
1回戦 2回戦 3回戦 2回戦 1回戦

（第１試合場） （第２試合場）

1 神奈川県 24

準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 3回戦

新 潟 県

2 秋 田 県
1-8 2-9

25 宮 城 県
1-1 2-1

3 福 井 県 26 福 岡 県1-16
2-17

4 高 知 県 27 香 川 県
1-9 2-2

5 埼 玉 県 28 奈 良 県
2-10

1-20
6 山 口 県 29 三 重 県

2-21
7 滋 賀 県

1-10
30 岩 手 県

1-2
8 鳥 取 県

2-11
31 広 島 県

1-17 2-3
9 千 葉 県 32 長 野 県

1-3 2-18
10 熊 本 県 33 島 根 県

1-11
2-4

11 宮 崎 県 34 静 岡 県
2-12

1-24 2-25
12 福 島 県

1-25
35 大 分 県

13 和歌山県
1-12

36 岐 阜 県
1-4

14 岡 山 県
2-13

37 大 阪 府
1-18 2-5

15 青 森 県 38 愛 媛 県
1-5 2-19

16 兵 庫 県 39 栃 木 県
1-13

2-6
17 長 崎 県 40 山 形 県

2-14
1-21

18 沖 縄 県 41 京 都 府
2-22

19 愛 知 県
1-14

42 北 海 道
1-6

20 富 山 県
2-15

43 東 京 都
1-19 2-7

21 山 梨 県 44 茨 城 県
1-7 2-20

22 佐 賀 県 45 徳 島 県
1-15

47 群 馬 県

1-20 1-21 2-21 2-22

1-23 2-8
23 鹿児島県 46 石 川 県５位決定戦

2-16

の敗者 の敗者 の敗者 の敗者

順位決定予備戦

2-26 2-24

1-22 2-23

３位決定戦 ７位決定戦

1-24 2-25 1-22 2-23

の敗者 の敗者 の敗者 の敗者
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【アップ会場について】
雨天の場合は、文化センター３Ｆ多目的ホールを開放します。カーペット敷きのため、裸足では滑りますので、靴を持参して利
用してください。

令和8年10月19日（月）

競技会場内駐車場
（アップ会場）

①藤崎中学校
（移動手段：輸送バス、徒歩）

②藤崎小学校 ③藤崎中央小学校

8:00～10:00
自由開放

8:00～8:40
少年女子試合競技
準決勝出場者のみ

利用可

8:40～16:30
自由開放

8:00～16:30

北海道、宮城県、福島県、
東京都、神奈川県、福井県、
静岡県、愛知県、三重県、
滋賀県、広島県、山口県、
香川県、福岡県、熊本県、
鹿児島県

青森県、山形県、栃木県、
群馬県、埼玉県、新潟県、
長野県、京都府、大阪府、
奈良県、鳥取県、島根県、
愛媛県、佐賀県、大分県、
沖縄県

岩手県、秋田県、茨城県、
千葉県、山梨県、富山県、
石川県、岐阜県、兵庫県、
和歌山県、岡山県、徳島県、
高知県、長崎県、宮崎県、

令和8年10月18日（日）

競技会場内駐車場
（アップ会場）

①藤崎中学校
（移動手段：輸送バス、徒歩）

②藤崎小学校
（移動手段：輸送バス、持込車両）

③藤崎中央小学校
（移動手段：輸送バス、持込車両）

8:00～8:45
少年女子演技競技
出場者のみ利用可

10:00～16:30
自由開放

10:30～16:30

北海道、宮城県、福島県、
東京都、神奈川県、福井県、
静岡県、愛知県、三重県、
滋賀県、広島県、山口県、
香川県、福岡県、熊本県、
鹿児島県

青森県、山形県、栃木県、
群馬県、埼玉県、新潟県、
長野県、京都府、大阪府、
奈良県、鳥取県、島根県、
愛媛県、佐賀県、大分県、
沖縄県

岩手県、秋田県、茨城県、
千葉県、山梨県、富山県、
石川県、岐阜県、兵庫県、
和歌山県、岡山県、徳島県、
高知県、長崎県、宮崎県、

令和8年10月17日（土）

競技会場内駐車場
（アップ会場）

①藤崎中学校
（移動手段：輸送バス、徒歩）

②藤崎小学校
（移動手段：輸送バス、持込車両）

③藤崎中央小学校
（移動手段：輸送バス、持込車両）

13：00～16：30

北海道、宮城県、福島県、
東京都、神奈川県、福井県、
静岡県、愛知県、三重県、
滋賀県、広島県、山口県、
香川県、福岡県、熊本県、
鹿児島県

青森県、山形県、栃木県、
群馬県、埼玉県、新潟県、
長野県、京都府、大阪府、
奈良県、鳥取県、島根県、
愛媛県、佐賀県、大分県、
沖縄県

岩手県、秋田県、茨城県、
千葉県、山梨県、富山県、
石川県、岐阜県、兵庫県、
和歌山県、岡山県、徳島県、
高知県、長崎県、宮崎県、

練習会場及びアップ会場割当表

令和8年10月16日（金）

競技会場内駐車場
（アップ会場）

①藤崎中学校
（移動手段：輸送バス、徒歩）

②藤崎小学校
（移動手段：輸送バス、持込車両）

③藤崎中央小学校
（移動手段：輸送バス、持込車両）
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なぎなた競技の見方 
  
なぎなた競技には、「試合」と「演技」の２つがあります。 

 試合競技は、防具を身につけ、定められた部位を互いに打突して勝負を競います。 

 また、演技競技は、防具を身につけず、指定された形を対人で行ってその技を競います。 

 

１．試合競技 

  試合競技は団体戦で行います。 

  ２人の試合者が、定められた部位（面部、小手部、胴部、脛部、咽喉部）を、確実に早く打

突して勝負を競います。 

  技は、振りあげ、持ちかえ、振り返して左右からあらゆる方向へ打つことができます。 

  敏速な動きの中から打突の機会を見い出し、全力をあげて技を競い合います。相手に対して、

よい間合からタイミングよく技を出すことが勝利に結びつきます。 

 

（１）試合場 

 コートの広さは１２ｍ四方です。 

  

開始線は中央より２ｍ 

開始線長さ１ｍ 

中央の×印線長さ50cm 
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（２）用 具 

 なぎなたは、次のような長さ、重量及び材質のものを使います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（３）試合の方法 

  ３本勝負が原則で、試合時間内に有効打突を２本先取した方が勝ちとなります。ただし、所

定の本数に達しない時は、１本先取した方を勝ちとします。 

  試合競技の試合時間は、３分。勝敗が決しない場合は、延長戦を行います。延長時間は２分、 

 延長1回で勝敗が決しない場合は、審判員の判定とします。団体戦の勝負は勝者数により決定 

 します。 

 
（４）有効打突 

  有効打突とは、なぎなたの打突部で打突部位を、充実した気勢と適法な姿勢とをもって、打

突部位を呼称しながら確実に打突したものをいいます。 

①物打（切先から１５～２０ｃｍ）が正確に打突部位に到達していること。 

②打突時に姿勢が正しく理にかなった動作であること。 

③打突の機会がよいこと。 

④気魄に満ち、打ったあと残心があること。 

⑤やや軽くとも追い込んだ際の打突、あるいは追い込まれた時に加えたもっとも確実な打突。 

 これらの条件を満たしている打突が有効と認められます。 
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（５）打突部位となぎなたの打突部 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（６）勝負の判定 

  審判員は３名で、２人以上の審判員が打突を有効と認めた時、１本となります。審判員は、

両手に赤、白の審判旗を持ち、有効と認めた時はその方の旗を斜め上にあげ、認めない時は両

方の旗を前下で振って意志の表示をします。 

  審判員の判定に対して、異議の申し立てはできません。 

 
（７）反則の主なもの 

  片足の全部が場外に出た時、倒れて体の一部が場外に出た時は反則になります。また、なぎ

なたの柄部で相手の面を打つのも反則です。このほか試合規定に定められた反則を１試合中に

２回重ねると相手に１本を与えます。 

 
（８）判定表示の方法 

  審判の判定は、次のように表示されます。 

   面……………○メ    反 則………△ 

   脛……………○ス    反則１本……○反  

   小 手………○コ    (２回した場合) 

   胴……………○ド    判 定………○判  

   突 き………○ツ    棄 権………○棄  

              不戦勝………○○ 

 

 

打 突 部 位 なぎなたの打突部 

面 部－正 面(中央) 

    左右側面 

(正面中央より左右に25°～30°) 

●切先より15cm～20cmのところ 

（物打） 

小手部－左右小手 

(甲側の手首から5cmのところ) 

●切先より15cm～20cmのところ 

（物打） 

胴 部－左右胴 
●切先より15cm～20cmのところ 

（物打） 

脛 部－左右脛 

    左右内脛 

(膝とくるぶしの中間) 

●切先より15cm～20cmのところ 

（物打）および柄(石突より20cm～

25cm のところ)(柄打ちのすねは高

校生以下は禁じられている) 

咽喉部－咽 喉 
●切先 

(高校生以下は禁じられている) 
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２．演技競技 

  演技競技は、全日本なぎなた連盟のしかけ応じ８本の中から定められた３本を、２人１組の 

 演技者によって行い、その技の優劣を競い合います。 

  なぎなたの技の向上をはかるとともに、正しいなぎなたの普及、発展を目的として行われる 

 競技です。 

 
（１）観 点 

  演技の判定基準となるものは、演技者双方の姿勢、服装、態度、発声、呼吸と気持ちが調和

しているか、打突部位を正確に気魄に満ちた打突をしているか、残心、間合、手の内、着眼等

理合にかなった技であるか、見る人に感動を与えたかなどの点です。 

  このように、なぎなたは気・剣・体一致の技をめざして修錬が行われるので、活発な気合い

に満ちた動きによって、苦しさに耐える旺盛な気力と集中力が養われます。それと共になぎな

たは、礼に始まって礼に終わると言われるように相手を尊重し、信頼の上に立って対人競技を

行う為に礼儀を重んじ、相手を尊ぶ心が自然に養われ優美な自然体が培われます。 

 これがなぎなたの真髄です。 

 

（２）演 技 場 

  コートの広さは１２ｍ四方で、このコート内で赤、白２組の演技者によって技を競います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）勝 敗 

  ５名の審判員が赤、白の旗を持ち、厳正的確に演技者の充実した気勢と適法な姿勢による技

の良否を見定めて判定し、過半数をもって勝敗を決定します。 

※主：主審 

 ①～④：審判員 
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成 年 少 年 成 年 少 年
女 子 女 子 女 子 女 子

北 海 道 1 3 3 7 滋 賀 県 1 3 2 6

青 森 県 1 3 3 7 京 都 府 1 3 3 7

岩 手 県 1 3 3 7 大 阪 府 1 3 3 7

宮 城 県 1 3 3 7 兵 庫 県 1 3 3 7

秋 田 県 1 3 2 6 奈 良 県 1 3 2 6

山 形 県 1 3 3 7 和歌山県 1 3 3 7

福 島 県 1 3 3 7 鳥 取 県 1 3 2 6

茨 城 県 1 3 2 6 島 根 県 1 3 3 7

栃 木 県 1 3 3 7 岡 山 県 1 3 3 7

群 馬 県 1 3 2 6 広 島 県 1 3 2 6

埼 玉 県 1 3 3 7 山 口 県 1 3 3 7

千 葉 県 1 3 3 7 香 川 県 1 3 3 7

東 京 都 1 3 3 7 徳 島 県 1 3 2 6

神奈川県 1 3 3 7 愛 媛 県 1 3 3 7

山 梨 県 1 3 2 6 高 知 県 1 3 3 7

新 潟 県 1 3 2 6 福 岡 県 1 3 2 6

長 野 県 1 3 3 7 佐 賀 県 1 3 3 7

富 山 県 1 3 2 6 長 崎 県 1 3 2 6

石 川 県 1 3 3 7 熊 本 県 1 3 2 6

福 井 県 1 3 3 7 大 分 県 1 3 3 7

静 岡 県 1 3 2 6 宮 崎 県 1 3 3 7

愛 知 県 1 3 3 7 鹿児島県 1 3 3 7

三 重 県 1 3 3 7 沖 縄 県 1 3 3 7

岐 阜 県 1 3 3 7 合 計 47 141 126 314

都道府県別参加人員一覧

都道府県 都道府県監 督 監 督 合 計合 計
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選手名
称号
又は
段級

勤務先又は学校名
し
・
応

選手名

月脚　瑠穂乃 1級 北海道札幌国際情報高等学校 し 開　仁菜

大下　浩史 開　仁菜 1級 北海道札幌国際情報高等学校 ・

仲里　優李 1級 北海道札幌国際情報高等学校 応 仲里　優李

山谷　ほのか 初段 青森県立弘前中央高等学校 し 岩崎　乃愛

西谷　美樹 岩崎　乃愛 1級 青森県立弘前中央高等学校 ・

鎌田　あかり 初段 青森県立弘前中央高等学校 応 山谷　ほのか

柴田　優依 初段 岩手県立北桜高等学校 し 柴田　優依

細川　都也子 南舘　ひより 二段 岩手県立盛岡第三高等学校 ・

川嶋　紗華 二段 岩手県立盛岡第二高等学校 応 南舘　ひより

佐々木　稀慧 2級 古川黎明高等学校 し 佐々木　千波

佐藤　視代 村上　実音 二段 仙台育英学園高等学校 ・

佐々木　千波 1級 古川黎明高等学校 応 村上　実音

石田　桃圭 初段 秋田県立大曲高等学校 し 石田　桃圭

竹村　紀子 ・

伊藤　優希 二段 秋田県立大曲高等学校 応 伊藤　優希

猪股　よつ葉 二段 山形県立山形北高等学校 し 寺嶋　茉優

佐藤　滋美 寺嶋　茉優 初段 山形県立山形西高等学校 ・

横尾　莉心 初段 山形県立山形西高等学校 応 横尾　莉心

安藤　美里 二段 福島県立会津学鳳高等学校 し 室井　彩良

足立　美香 山中　彩葉 初段 福島県立会津学鳳高等学校 ・

室井　彩良 初段 福島県立会津学鳳高等学校 応 安藤　美里

鬼澤　瑚珀 初段 茨城県立水戸第二高等学校 し 鬼澤　瑚珀

加賀　己智世 ・

檜山　はるか 二段 茨城県立水戸第三高等学校 応 檜山　はるか

山崎　紗弥 初段 國學院大學栃木高等学校 し 臼井　肇埜

篠原　まゆみ 張替　茉鈴 初段 國學院大學栃木高等学校 ・

臼井　肇埜 初段 國學院大學栃木高等学校 応 山崎　紗弥

竹村　莉緒 5級 共愛学園高等学校 し 竹村　莉緒

新井　美奈子 ・

横山　心美 5級 共愛学園高等学校 応 横山　心美

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

北
海
道

参加監督・選手一覧（少年女子）

都
道
府
県
名

監督名

試合競技（選手は大将・中堅・先鋒の順） 演技競技
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選手名
称号
又は
段級

勤務先又は学校名
し
・
応

選手名

都
道
府
県
名

監督名

試合競技（選手は大将・中堅・先鋒の順） 演技競技

益川　蘭 初段 埼玉栄高等学校 し 豊田　ほのか

芦川　寿美 豊田　ほのか 初段 埼玉栄高等学校 ・

髙橋　歩花 二段 埼玉栄高等学校 応 髙橋　歩花

渡邉　香都 二段 植草学園大学附属高等学校 し 青野　希美

黒川　依子 武笠　夏帆 初段 植草学園大学附属高等学校 ・

青野　希美 初段 植草学園大学附属高等学校 応 渡邉　香都

中山　璃衣子 初段 東京都立城東高等学校 し 曽根原　心奈音

荒川　郭代 中尾　心音 初段 東京都立富士高等学校 ・

曽根原　心奈音 初段 東京都立城東高等学校 応 中山　璃衣子

三村　茉奈 二段 神奈川県立追浜高等学校 し 穴澤　稀乃

鈴木　保子 田上　ほのか 初段 神奈川大学附属高等学校 ・

穴澤　稀乃 1級 神奈川大学附属高等学校 応 田上　ほのか

武井　玲那 2級 山梨県立甲府昭和高等学校 し 武井　玲那

八巻　さやか ・

小宮山　百桃 初段 山梨県立甲府昭和高等学校 応 小宮山　百桃

小堺　海音 1級 新潟県立柏崎常盤高校 し 小堺　海音

七森　好江 ・

藤林　真優 1級 新潟県立柏崎常盤高校 応 藤林　真優

竹内　紗雪 二段 上田西高等学校 し 永田　すみれ

落合　仁美 永田　すみれ 初段 松本県ケ丘高等学校 ・

小澤　咲奈 2級 松本蟻ケ崎高等学校 応 竹内　紗雪

百島　瑠那 二段 南砺福野高等学校 し 百島　瑠那

堀　桂子 ・

南　愛理咲 1級 南砺福野高等学校 応 南　愛理咲

落合　結咲 1級 石川県立津幡高等学校 し 西野　友来

髙田　成美 能戸　心暖 1級 石川県立津幡高等学校 ・

西野　友来 1級 石川県立津幡高等学校 応 落合　結咲

清水　芽生 二段 鯖江高等学校 し 早瀬　日菜

村井　仁美 濵田　叶愛 2級 鯖江高等学校 ・

早瀬　日菜 二段 鯖江高等学校 応 清水　芽生

神
奈
川
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河合　莉央奈 2級 浜松市立高等学校 し 河合　莉央奈

松本　佳奈 ・

柴谷　咲希 2級 浜松市立高等学校 応 柴谷　咲希

川本　雪姫 二段 愛知県立碧南高等学校 し 小林　諭都緑

河合　健太朗 森　結依菜 初段 東海学園高等学校 ・

小林　諭都緑 二段 東海学園高等学校 応 森　結依菜

𠮷岡　紗希 初段 高田高等学校 し 上田　えり

友延　佐矢加 上田　えり 二段 三重県立稲生高等学校 ・

白井　綾 初段 鈴鹿工業高等専門学校 応 白井　綾

柴田　華子 初段 岐阜県立大垣商業高等学校 し 柴田　華子

藤井　香代 安田　実桜 初段 岐阜県立大垣商業高等学校 ・

菊平　七生 初段 岐阜県立大垣商業高等学校 応 菊平　七生

織田　湖乃愛 4級 近江高等学校 し 織田　湖乃愛

西川　雄登 ・

筧　花星 2級 滋賀県立彦根翔西館高等学校 応 筧　花星

森　綾芽 二段 京都府立南陽高等学校 し 岡本　理沙

宮崎　綾 岡本　理沙 初段 京都府立南陽高等学校 ・

宮脇　笑理 二段 京都府立南陽高等学校 応 宮脇　笑理

石橋　果歩 初段 清教学園高等学校 し 石橋　果歩

木下　三恵 上田　弥都 二段 関西福祉科学大学高等学校 ・

大江　和実 初段 清教学園高等学校 応 上田　弥都

千田　芽依 二段 伊丹市立伊丹高等学校 し 千田　芽依

増田　良明 竹谷　紗奈 二段 伊丹市立伊丹高等学校 ・

永田　歩実 初段 近畿大学附属豊岡高等学校 応 永田　歩実

富田　美柚 1級 奈良大学附属高等学校 し 富田　美柚

黒松　展子 ・

佐伯　壽埜 初段 奈良育英高等学校 応 佐伯　壽埜

岡本　美夕 初段 和歌山県立和歌山北高等学校 し 守田　智子

山﨑　美加子 大前　美結 初段 近畿大学附属新宮高等学校 ・

守田　智子 初段 和歌山県立和歌山北高等学校 応 岡本　美夕
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鎌谷　胡桃 3級 鳥取県立鳥取西高等学校 し 鎌谷　胡桃

西尾　芳子 ・

石原　優奈 3級 鳥取県立鳥取西高等学校 応 石原　優奈

安田　結衣 初段 出雲北陵高等学校 し 曽田　小夏

安喰　愛 吉田　千秋 1級 出雲北陵高等学校 ・

曽田　小夏 1級 出雲北陵高等学校 応 安田　結衣

佐藤　さなみ 二段 岡山県美作高等学校 し 松浦　美空

灰佐　美由貴 杉本　和愛 初段 岡山市立岡山後楽館高校 ・

松浦　美空 初段 岡山市立岡山後楽館高校 応 佐藤　さなみ

松本　倫旺 2級 比治山学園高等学校 し 松本　倫旺

永井　弥生 ・

竹岡　聖良 2級 広島県立広島高等学校 応 竹岡　聖良

宮野　琴羽 1級 山口県立長府高等学校 し 前田　寧音

吉松　高敏 大嶋　明羽 1級 山口県立長府高等学校 ・

前田　寧音 1級 山口県立長府高等学校 応 大嶋　明羽

猪熊　天舞寧 初段 県立香川中央高等学校 し 猪熊　天舞寧

杉下　良子 谷川　愛良 初段 県立琴平高等学校 ・

漆川　優月 1級 県立琴平高等学校 応 谷川　愛良

里見　実優 2級 鳴門高等学校 し 里見　実優

松本　陽子 ・

藤田　理紗 3級 鳴門高等学校 応 藤田　理紗

野村　美咲 1級 愛媛県立今治東中等教育学校 し 久保　莉恋

萬家　利恵 久保　莉恋 1級 愛媛県立今治東中等教育学校 ・

渡部　夢菜 1級 愛媛県立今治東中等教育学校 応 野村　美咲

田口　芽依 無級 高知県立宿毛高等学校 し 増田　陽菜野

平林　由吏 増田　陽菜野 無級 高知県立宿毛高等学校 ・

山陸　羽菜 無級 高知県立宿毛高等学校 応 田口　芽依

田島　恋夢 二段 福岡県立須恵高等学校 し 田島　恋夢

牧　千幸 ・

山本　菜葉 1級 福岡県立須恵高等学校 応 山本　菜葉
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外村　樹蘭 1級 佐賀県立佐賀東高等学校 し 外村　樹蘭

野口　みや子 坂田　はなみ 1級 佐賀県立佐賀東高等学校 ・

塘　彩矢佳 二段 佐賀県立佐賀東高等学校 応 塘　彩矢佳

濵川　愛瑠 1級 長崎県立松浦高等学校 し 濵川　愛瑠

金子　由美子 ・

2級 長崎県立松浦高等学校 応

木本　瑠衣 1級 熊本県立第一高等学校 し 木本　瑠衣

左村　美穂子 ・

中道　奈央 1級 熊本県立第一高等学校 応 中道　奈央

田原　有琉 初段 福徳学院高等学校 し 田代　稟華

小野　博美 田代　稟華 1級 大分県立大分西高等学校 ・

志賀　心幸 初段 大分県立大分西高等学校 応 田原　有琉

田部　優奈 無級 県立宮崎南高等学校 し 濵砂　志歩

梅垣　仁志 葉山　優奈 無級 県立宮崎南高等学校 ・

濵砂　志歩 無級 県立宮崎南高等学校 応 田部　優奈

大坪　芽生 二段 鹿児島県立川辺高等学校 し 大坪　芽生

上牧　真美 山下　詩乃 二段 鹿児島県立川辺高等学校 ・

東　りんみ 二段 鹿児島県立川辺高等学校 応 山下　詩乃

宮城　加奈史 二段 沖縄県立首里高等学校 し 大木　ひかり

栄野川　里美 大木　ひかり 初段 沖縄県立知念高等学校 ・

妻夫木　遥 二段 沖縄県立首里高等学校 応 宮城　加奈史
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選手名

伊藤　早紀 四段 札幌市立北白石小学校（教） し 竹田　友珠

大下　浩史 竹田　友珠 1級 北海道教育大学岩見沢校 ・

廣瀬　柚音 初段 北海道教育大学札幌校 応 伊藤　早紀

三浦　鈴蘭 四段 株式会社JR東日本青森商業開発 し 齋藤　みなみ

西谷　美樹 齋藤　みなみ 三段 藤崎町役場 ・

小田　楓香 四段 株式会社SHIFT 応 三浦　鈴蘭

西川　紗生 二段 日本女子体育大学 し 西村　彩良

細川　都也子 泉　祐生 二段 弘前大学 ・

西村　彩良 三段 岩手大学 応 西川　紗生

佐々木　陽菜 二段 尚絅学院大学 し 津川　眞奈

佐藤　視代 菅原　千桜 三段 伯山交通株式会社 ・

津川　眞奈 1級 仙台市立寺岡中学校（教） 応 菅原　千桜

本多　由生 四段 平鹿総合病院 し 髙橋　桃花

竹村　紀子 佐藤　諒佳 三段 介護老人保健施設千秋苑 ・

髙橋　桃花 四段 大仙市役所 応 本多　由生

大西　真子 五段 山形県立天童高等学校（教） し 大西　真子

佐藤　滋美 村山　花音 三段 山形トヨペット株式会社レクサス山形 ・

高橋　かなみ 二段 神戸松蔭大学 応 村山　花音

大竹　葵 五段 会津若松ザベリオ学園高等学校（教） し 安藤　ゆき

足立　美香 安藤　ゆき 三段 株式会社伊藤ガラス ・

鈴木　凛華 二段 株式会社福島銀行　須賀川支店 応 大竹　葵

水谷　晴佳 四段 茨城県立水戸第三高等学校(教) し 本松　桃子

加賀　己智世 服部　ゆかり 五段 茨城県立鉾田第二高等学校（職） ・

本松　桃子 四段 水戸市立堀原小学校(教) 応 水谷　晴佳

佐藤　亜季 五段 （福）パステル し 疋田　かんな

篠原　まゆみ 伊藤　菜摘 二段 日清医療食品㈱ ・

疋田　かんな 五段 國學院大學栃木高等学校（教） 応 佐藤　亜季

川田　梨乃 三段 藤岡多野医師会 し 川田　梨乃

新井　美奈子 櫻井　陽菜 初段 群馬医療福祉大学 ・

井上　由里葵 四段 太田市立強戸小学校（教） 応 井上　由里葵
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服部　雅菜美 錬士 川口市役所 し 服部　雅菜美

芦川　寿美 鈴木　志穂 三段 国際武道大学 ・

豊田　ひなた 二段 日本女子体育大学 応 鈴木　志穂

長嶋　姫那 三段 千葉市立小中台中学校(教) し 長嶋　姫那

黒川　依子 山口　玉愛 二段 埼玉大学 ・

関　琴暖 二段 大妻女子大学 応 関　琴暖

和田　うらら 五段 東京都立城東高等学校（教） し 和田　うらら

荒川　郭代 北　希織 五段 ディスカバリーズ株式会社 ・

関　笙乃 二段 日本女子体育大学 応 北　希織

新井　寛乃 三段 日本マクドナルド株式会社 し 前田　七海

鈴木　保子 前田　七海 二段 国際基督教大学 ・

伊藤　遥 二段 熊本県立大学 応 伊藤　遥

日向　愛 四段 甲府市立東小学校（教） し 志藤　瑠美

八巻　さやか 七沢　明里 二段 山梨大学 ・

志藤　瑠美 三段 LAVAプレ葉ウオーク浜北店 応 日向　愛

鈴木　栞 二段 新潟綜合警備保障（株） し 平野　心優

七森　好江 臼井　菜乃美 三段 （公財）新潟県スポーツ協会 ・

平野　心優 二段 長岡崇徳大学 応 臼井　菜乃美

戸田　千惠 五段 塩尻市立吉田小学校（教） し 戸田　千惠

落合　仁美 三浦　百椛 二段 岡学園トータルデザインアカデミー ・

伊勢谷　明奈 五段 ㈱テレビ松本ケーブルビジョン 応 伊勢谷　明奈

安田　明咲花 二段 南砺市立福野中学校（教） し 齋藤　ゆりの

堀　桂子 砂川　海空 三段 株式会社アンダス ・

齋藤　ゆりの 二段 齋藤通信 応 安田　明咲花

藤岡　葉月 四段 石川県立七尾特別支援学校（教） し 能戸　梓沙

髙田　成美 中村　綾里 三段 介護医療院　恵寿鳩ケ丘 ・

能戸　梓沙 1級 国際武道大学 応 藤岡　葉月

大関　澄花 三段 羽水高等学校（教） し 大関　澄花

村井　仁美 島崎　結加 三段 関西大学 ・

簑輪　七海 三段 関西大学 応 島崎　結加
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渥美　友貴 三段 大妻女子大学 し 髙井　朱音

松本　佳奈 稲波　麻乃 四段 富士市立第一保育園 ・

髙井　朱音 四段 静岡県なぎなた連盟 応 稲波　麻乃

砂川　佳奈子 四段 小牧市民病院 し 鳥羽瀬　里帆

河合　健太朗 鳥羽瀬　里帆 四段 豊川市立代田中学校（教） ・

長谷川　希 二段 星槎大学 応 砂川　佳奈子

桝田　瑠那 四段
(株)アトラクションホールディングス ABCリビン
グ南四日市

し 赤塚　未悠

友延　佐矢加 赤塚　未悠 三段 関西大学 ・

大久保　琥珀 三段 福岡大学 応 桝田　瑠那

髙木　菜摘 三段 太平洋工業株式会社 し 泊　夢乃

藤井　香代 泊　夢乃 五段 株式会社ジーケーエス ・

足立　有里 四段 児童福祉施設たけっこ 応 足立　有里

小田島　由加里 二段 滋賀県なぎなた連盟 し 山本　七叶

西川　雄登 本多　沙希 三段 不二電機工業株式会社 ・

山本　七叶 三段 長浜元浜郵便局 応 小田島　由加里

西谷　紗季 二段 同志社女子大学 し 西谷　紗季

宮崎　綾 柳沢　心 三段 鹿屋体育大学 ・

川瀬　皐月 二段 同志社大学 応 柳沢　心

森嵜　有里子 三段 神戸松蔭大学 し 森嵜　有里子

木下　三恵 森田　彩稀 二段 関西大学 ・

光森　奏音 三段 関西大学 応 森田　彩稀

浅沼　友貴 五段 近畿大学附属豊岡高等学校・中学校（教） し 阿部　真優

増田　良明 太田黑　永 四段 医療法人沖縄徳洲会高砂西部病院 ・

阿部　真優 四段 伊丹市立伊丹高等学校（教） 応 浅沼　友貴

福岡　歩 五段 奈良県立桜井高等学校（教） し 犬伏　未奈

黒松　展子 井口　晴奈 四段 奈良育英高等学校（教） ・

犬伏　未奈 三段 国際武道大学 応 福岡　歩

角谷　香織 五段 九度山町教育委員会 し 角谷　香織

山﨑　美加子 湊　彩江 四段 株式会社　陶彩館 ・

守田　結子 二段 大阪体育大学 応 湊　彩江

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

岐
阜
県

京
都
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大
阪
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奈
良
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和
歌
山
県

滋
賀
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選手名
称号
又は
段級

勤務先又は学校名
し
・
応

選手名

都
道
府
県
名

監督名

試合競技（選手は大将・中堅・先鋒の順） 演技競技

田渕　真美 初段 鳥取市立病院 し 言水　くるみ

西尾　芳子 星野　柚菜 三段 国立大学法人　鳥取大学 ・

言水　くるみ 1級 国立大学法人　島根大学 応 星野　柚菜

石飛　涼子 三段 北陵認定こども園 し

安喰　愛 二段 神戸松蔭大学 ・

高田　彩 四段 生活協同組合しまね 応 高田　彩

水田　孝子 錬士 トーステ株式会社 し 青井　千莉

灰佐　美由貴 青井　千莉 三段 岡山県美作高等学校（教） ・

水杉　未樹 四段 岡山県立誕生時支援学校弓削校地（教） 応 水田　孝子

高橋　更紗 三段 広島県なぎなた連盟 し 中崎　綾音

永井　弥生 河野　葵 三段 IGL医療福祉専門学校 ・

中崎　綾音 二段 大阪体育大学 応 河野　葵

中野　心晴 二段 山口県立大学 し 中邑　心咲

吉松　高敏 森脇　佳奈 二段 鹿屋体育大学 ・

中邑　心咲 二段 国際武道大学 応 森脇　佳奈

大岡　瞳 三段 大岡鉄工株式会社 し 山下　倖加

杉下　良子 橋本　凜子 初段 大阪体育大学 ・

山下　倖加 二段 関西大学 応 大岡　瞳

阿部　優子 四段 徳島県なぎなた連盟 し 林　優良

松本　陽子 鎌田　莉緒 初段 (株)エイチオーエス ・

林　優良 初段 徳島文理大学 応 鎌田　莉緒

宮崎　菜 二段 大阪体育大学 し 神山　美完

萬家　利恵 神山　美完 三段 大阪体育大学 ・

白井　麻唯 二段 大阪体育大学 応 宮崎　菜

橋本　美江 錬士 高知県立宿毛高等学校（教） し 實川　陽子

平林　由吏 筒井　陽子 1級 植垣歯科 ・

實川　陽子 四段 フェイシャルサロンアンヘル 応 橋本　美江

上野　眞生 四段 福岡市立那珂小学校（教） し

牧　千幸 佐賀　心香 二段 福岡大学 ・

二段 福岡大学 応 上野　眞生
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媛
県

高
知
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福
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称号
又は
段級

勤務先又は学校名
し
・
応

選手名

都
道
府
県
名

監督名

試合競技（選手は大将・中堅・先鋒の順） 演技競技

畠山　花菜 四段 佐賀県立大和特別支援学校(教) し 江越　由季

野口　みや子 江越　由季 四段 佐賀県立牛津高等学校(教) ・

内田　優 三段 福岡大学 応 畠山　花菜

杉原　明日花 三段 長崎県なぎなた連盟 し 川田　そら

金子　由美子 二段 神戸松蔭大学 ・

川田　そら 二段 長崎県なぎなた連盟 応 杉原　明日花

大曲　里美 錬士 肥銀オフィスビジネス株式会社 し 北島　未稀

左村　美穂子 佐藤　あき子 錬士 株式会社　肥後銀行 ・

北島　未稀 四段 東海大学熊本星翔高等学校（教） 応 佐藤　あき子

上杉　真子 二段 国際武道大学 し 上杉　真子

小野　博美 伊藤　永愛 三段 国際武道大学 ・

山名　七海 二段 国際武道大学 応 山名　七海

坂本　優 四段 宮崎市立大淀中学校（教） し 草野　汐梨

梅垣　仁志 川添　瑠香 二段 鹿屋体育大学 ・

草野　汐梨 四段 県立宮崎南高等学校（教） 応 川添　瑠香

田口　真耶 四段 鹿児島銀行(株) し 秋葉　笑里

上牧　真美 村田　　凜 三段 鹿児島県立武岡台特別支援学校（教） ・

秋葉　笑里 三段 鹿児島県立南薩特別支援学校（教） 応 田口　真耶

上地　星菜 四段 株式会社琉球銀行 し 富川　亜紀

栄野川　里美 上村　奈央 四段 沖縄尚学高等学校附属中学校(教) ・

富川　亜紀 三段 国際武道大学 応 上地　星菜

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

佐
賀
県

長
崎
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熊
本
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回 開 催 地 種別 総合成績

先鋒 久 田 登 子 し 佐 藤 視 代

群 馬 県 中堅 赤 井 典 子 群 馬 県 ・

大将 成 田 登代子 応 星 野 恵美子

新 町 先鋒 植 月 洋 子 し 八 尋 鈴 江

中堅 重 平 明 美 福 岡 県 ・

大将 佐 古 恭 子 応 三 船 美 香

先鋒 大 山 久美子 し 小 川 由 美

奈 良 県 鹿児島県 中堅 内 山 喜久代 兵 庫 県 ・ 奈 良 県

大将 畠 中 晴 美 応 久 田 登 子

先鋒 佐 古 恭 子 し 高 橋 ゆかり

川 西 町 岡 山 県 中堅 植 月 洋 子 兵 庫 県 ・ 兵 庫 県

大将 重 平 明 美 応 中 山 明 子

先鋒 久 保 千 草 し 小 西 薫

鳥 取 県 鹿児島県 中堅 大 山 久美子 鳥 取 県 ・

大将 畠 中 晴 美 応 酒 井 美 幸

先鋒 望 月 史 代 し 望 月 史 代

岸 本 町 鳥 取 県 中堅 大 坪 由 枝 鳥 取 県 ・

大将 中 島 香 乃 応 中 島 香 乃

先鋒 久 保 千 草 し 山 田 登志美

山 梨 県 鹿児島県 中堅 大 山 久美子 山 梨 県 ・

大将 畠 中 晴 美 応 高 橋 由香里

先鋒 近 藤 国 子 し 伊 藤 貴代美

下 部 町 山 梨 県 中堅 伊 藤 貴代美 山 梨 県 ・

大将 土 橋 祐 子 応 土 橋 祐 子

先鋒 久 保 千 草 し 城 間 智恵子

沖 縄 県 鹿児島県 中堅 大 山 久美子 沖 縄 県 ・

大将 畠 中 晴 美 応 知 念 一 美

先鋒 當 真 江利子 し 真栄城 睦 子

与 那 原 町 沖 縄 県 中堅 慶 田 和 子 沖 縄 県 ・

大将 真栄城 睦 子 応 慶 田 和 子

成年 先鋒 清 瀬 浩 子 し 堀 田 恭 子

女子 京 都 府 中堅 堀 田 和 美 京 都 府 ・

1部 大将 堀 田 恭 子 応 堀 田 和 美

京 都 府 成年 先鋒 林 琴 枝 し 岡 本 啓 子

女子 福 岡 県 中堅 太 田 知 美 京 都 府 ・

木 津 町 2部 大将 葉 山 奈緒美 応 本 村 智 子

先鋒 岸 本 あかね し 田 中 千 景

岡 山 県 中堅 奥 佐知子 京 都 府 ・

大将 植 月 紀 子 応 高 橋 厚 美

成年 先鋒 太 田 知 美 し 河 野 理 子

女子 福 岡 県 中堅 葉 山 奈緒美 北 海 道 ・

1部 大将 矢 永 信 子 応 高 桑 美智江

北 海 道 成年 先鋒 島 名 きよみ し 島 名 きよみ

女子 大 阪 府 中堅 松 垣 尚 子 大 阪 府 ・ 北 海 道

札 幌 市 2部 大将 北 川 由美子 応 北 川 由美子

先鋒 長 名 留 美 し 當 真 美 和

北 海 道 中堅 青 木 江 梨 沖 縄 県 ・

大将 原 崎 亜由子 応 屋比久 夏 子

成年 先鋒 太 田 知 美 し 穴 原 由貴子

女子 福 岡 県 中堅 葉 山 奈緒美 和歌山県 ・

1部 大将 田 中 美 恵 応 山 中 美智子

福 岡 県 成年 先鋒 吉 原 美由紀 し 吉 原 美由紀

女子 福 岡 県 中堅 矢 永 信 子 福 岡 県 ・ 福 岡 県

須 恵 町 2部 大将 恒 成 静 香 応 矢 永 信 子

先鋒 羽 野 康 子 し 羽 野 康 子

福 岡 県 中堅 渡 辺 裕 子 福 岡 県 ・

大将 上 野 美 紀 応 上 野 美 紀

鳥 取 県

京 都 府

山 梨 県

沖 縄 県

少年
女子

群 馬 県

栄光をたたえて（過去成績一覧）

岡 山 県

兵 庫 県
成年
女子

試 合 競 技 演 技 競 技

（正式競技となる）
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成年
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成年
女子

成年
女子

少年
女子

少年
女子
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少年
女子

少年
女子

43

44

45

少年
女子

少年
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回 開 催 地 種別 総合成績

成年 先鋒 池 尾 和 子 し 池 尾 和 子

女子 石 川 県 中堅 中 越 早 代 石 川 県 ・

1部 大将 田 中 千 秋 応 中 越 早 代

石 川 県 成年 先鋒 山 崎 登志美 し 町 田 真 夕

46 女子 石 川 県 中堅 宮 本 知 佳 石 川 県 ・ 石 川 県

川 北 町 2部 大将 町 田 真 夕 応 山 崎 登志美

先鋒 鳥 家 さおり し 小野寺 麗 子

岡 山 県 中堅 岸 本 こずえ 山 形 県 ・

大将 定 兼 直 子 応 齋 藤 理 恵

成年 先鋒 吉 井 晶 子 し 白 田 伊 織

女子 東 京 都 中堅 熊 澤 綾 子 山 形 県 ・

1部 大将 大 塚 佐知子 応 市 川 ゆう子

山 形 県 成年 先鋒 白 田 砂 織 し 白 田 砂 織

47 女子 山 形 県 中堅 佐 藤 由 美 山 形 県 ・ 山 形 県

山 形 市 2部 大将 熊 澤 八 穂 応 佐 藤 由 美

先鋒 長 瀬 京 し 金 子 美 紀

山 形 県 中堅 金 子 美 紀 山 形 県 ・

大将 齋 藤 理 恵 応 齋 藤 理 恵

成年 先鋒 山 下 由加里 し 中 緑

女子 香 川 県 中堅 中 緑 香 川 県 ・

1部 大将 穴 田 清 美 応 山 下 由加里

香 川 県 成年 先鋒 内 田 譲 子 し 川 崎 美 都

48 女子 熊 本 県 中堅 水 本 万友美 香 川 県 ・ 香 川 県

琴 平 町 2部 大将 左 村 美穂子 応 高 橋 由香里

先鋒 石 井 和 子 し 三 輪 悦 子

香 川 県 中堅 福 家 訓 子 香 川 県 ・

大将 三 輪 悦 子 応 福 家 訓 子

成年 先鋒 小笠原 教 子 し 飯 塚 義 子

女子 山 梨 県 中堅 小 林 妙 子 愛 知 県 ・

1部 大将 土 橋 祐 子 応 与 語 美 恵

愛 知 県 成年 先鋒 比 嘉 里 美 し 山 田 美 香

49 女子 沖 縄 県 中堅 真栄城 時 子 愛 知 県 ・ 愛 知 県

弥 富 町 2部 大将 勢里客 さゆり 応 鬼 頭 奈美子

先鋒 長 滝 亮 子 し 山 田 旬 子

岡 山 県 中堅 岸 本 妙 子 愛 知 県 ・

大将 安 道 美 紀 応 渡 邊 美智子

成年 先鋒 田 中 美 恵 し 木 村 恵 美

女子 福 岡 県 中堅 稲 永 優 子 福 島 県 ・

1部 大将 恒 成 静 香 応 菅 原 比呂美

福 島 県 成年 先鋒 林 田 綾 し 大 西 貴 子

50 女子 熊 本 県 中堅 大 石 香 里 福 島 県 ・ 福 島 県

会津若松市 2部 大将 緒 方 幹 子 応 江 尻 晴 美

先鋒 上 田 恵 美 し 中 野 茜

愛 媛 県 中堅 木 田 優 子 香 川 県 ・

大将 竹 内 美 貴 応 堀 田 紀 子

先鋒 萬 家 利 恵 し 貞 森 弥 生

広 島 県 愛 媛 県 中堅 池 見 敬 子 広 島 県 ・

大将 三 好 淑 恵 応 渡 辺 直 子

先鋒 真 鍋 裕 佳 し 木 村 千 恵

西 城 町 香 川 県 中堅 上 野 ひとみ 広 島 県 ・

大将 堀 田 涼 子 応 山 本 さつき

先鋒 木 下 三 恵 し 島 名 かおり

大 阪 府 大 阪 府 中堅 島 名 かおり 大 阪 府 ・

大将 島 名 きよみ 応 島 名 きよみ

先鋒 清 水 栄 美 し 石 田 諒

豊 中 市 大 阪 府 中堅 石 田 諒 大 阪 府 ・

大将 杉 本 知佳子 応 清 水 栄 美

51
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回 開 催 地 種別 総合成績

先鋒 天 川 彰 子 し 中 平 由 美

神 奈 川 県 大 阪 府 中堅 島 名 かおり 兵 庫 県 ・

大将 木 下 三 恵 応 前 田 富 美

先鋒 大 曲 里 美 し 佐 藤 瑠 美

鎌 倉 市 熊 本 県 中堅 佐 藤 かな子 神奈川県 ・

大将 林 田 直 子 応 長谷川 彩 子

先鋒 佐 藤 あき子 し 吉 井 和 代

熊 本 県 熊 本 県 中堅 大 石 香 里 東 京 都 ・

大将 内 田 譲 子 応 大 塚 佐知子

先鋒 大 曲 里 美 し 中 村 朋 子

熊 本 市 熊 本 県 中堅 神 山 友 香 大 阪 府 ・

大将 川 口 綾 応 桜 井 阿弥子

先鋒 佐 藤 あき子 し 米 谷 美千代

富 山 県 熊 本 県 中堅 佐 藤 かな子 兵 庫 県 ・

大将 内 田 譲 子 応 中 平 由 美

先鋒 神 山 友 香 し 井 上 亜希子

福 野 町 熊 本 県 中堅 小 澄 倫 子 神奈川県 ・

大将 川 口 綾 応 小 谷 ありさ

先鋒 三 浦 冬 子 し 長 嶺 望

宮 城 県 和歌山県 中堅 山 崎 美加子 宮 城 県 ・

大将 三 浦 千 代 応 岡 崎 一 美

先鋒 神 山 友 香 し 横 澤 亜 希

岩 出 山 町 熊 本 県 中堅 久保田 仁 美 宮 城 県 ・

大将 小 澄 倫 子 応 村 田 春 香

先鋒 佐 藤 あき子 し 呉 屋 美根子

高 知 県 熊 本 県 中堅 佐 藤 かな子 沖 縄 県 ・

大将 内 田 譲 子 応 糸 数 珠 江

先鋒 神 山 沙 記 し 池 田 あゆみ

土佐清水市 熊 本 県 中堅 久保田 礼 美 高 知 県 ・

大将 久保田 仁 美 応 竹 葉 美 江

先鋒 佐 藤 あき子 し 中 平 美 佐

静 岡 県 熊 本 県 中堅 佐 藤 かな子 兵 庫 県 ・

大将 内 田 譲 子 応 貴 島 政 英

先鋒 松 村 ちひろ し 糸 数 ゆ い

吉 田 町 宮 城 県 中堅 松 田 優 子 沖 縄 県 ・

大将 松 田 慶 子 応 末 吉 梓

先鋒 貴 島 政 英 し 池 西 洋 子

埼 玉 県 兵 庫 県 中堅 中 平 美 佐 香 川 県 ・

大将 山 口 由 美 応 堀 田 涼 子

先鋒 神 山 沙 記 し 田 澤 典 子

入 間 市 熊 本 県 中堅 久保田 義 絵 兵 庫 県 ・

大将 久保田 礼 美 応 里 澤 真 紀

先鋒 植 月 孝 子 し 貴 島 政 英

岡 山 県 岡 山 県 中堅 石 川 直 美 兵 庫 県 ・

大将 濱 岡 紀久子 応 山 口 由 美

先鋒 河 本 梨 沙 し 谷 元 理恵子

勝 央 町 岡 山 県 中堅 谷 元 理恵子 岡 山 県 ・

大将 山 下 みどり 応 河 本 梨 沙

先鋒 貴 島 政 英 し 中 平 美 佐

兵 庫 県 兵 庫 県 中堅 中 平 美 佐 兵 庫 県 ・

大将 山 口 由 美 応 山 口 由 美

先鋒 矢 野 真 弓 し 嵩 田 浩 子

伊 丹 市 大 分 県 中堅 板 井 奈津美 兵 庫 県 ・

大将 志 村 千 尋 応 山 田 婦 貴
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先鋒 今 真奈美 し 大 東 智 美

秋 田 県 秋 田 県 中堅 竹 村 紀 子 香 川 県 ・

大将 吉 田 藍 応 池 西 洋 子

先鋒 岸 川 侑 加 し 鈴 木 愛

大 仙 市 佐 賀 県 中堅 田 中 彩 子 秋 田 県 ・

大将 小 形 紗衣香 応 鈴 木 和

先鋒 佐 藤 美穂子 し 築 城 理 惠

大 分 県 大 分 県 中堅 築 城 理 惠 大 分 県 ・

大将 大 津 博 美 応 大 津 　博 美

先鋒 阿 部 歩 美 し 池 尾 梓

日 出 町 大 分 県 中堅 中 洲 夏 海 東 京 都 ・

大将 亀 井 理 恵 応 小 原 百合奈

先鋒 大 曲 里 美 し 貴 島 政 英

新 潟 県 熊 本 県 中堅 神 山 沙 記 兵 庫 県 ・

大将 佐 藤 あき子 応 清 水 真由美

先鋒 岡 村 菜 奈 し 高 木 麻 美

刈 羽 村 大 阪 府 中堅 林 田 葉 純 山 口 県 ・

大将 室 谷 美 佐 応 村 田 有 香

先鋒 矢 野 真 弓 し 吉 井 和 代

千 葉 県 大 分 県 中堅 佐 藤 美穂子 東 京 都 ・

大将 板 井 奈津美 応 小 山 知 子

先鋒 石 原 舞 子 し 浅 沼 友 貴

我 孫 子 市 沖 縄 県 中堅 城 間 望 兵 庫 県 ・

大将 城 間 さやか 応 嶋 留 衣

先鋒 井 上 美 代 し 小 山 知 子

山 口 県 島 根 県 中堅 安 喰 愛 東 京 都 ・

大将 釜 屋 寛 子 応 吉 井 和 代

先鋒 林 田 智 笑 し 市 川 千 裕

下 関 市 大 阪 府 中堅 北 川 史 華 山 口 県 ・

大将 林 田 葉 純 応 宮 奥 通 子

先鋒 釜 屋 寛 子 し 小 山 知 子

岐 阜 県 島 根 県 中堅 安 喰 愛 東 京 都 ・

大将 井 上 美 代 応 吉 井 和 代

先鋒 林 田 智 笑 し 三 宅 里 奈

岐 南 町 大 阪 府 中堅 西 村 咲 哉 岐 阜 県 ・

大将 天 願 由 香 応 三 宅 留 以

先鋒 林 田 智 笑 し 小 山 知 子

東 京 都 大 阪 府 中堅 岡 村 菜 奈 東 京 都 ・

大将 林 田 葉 純 応 吉 井 和 代

先鋒 飯 沼 美 森 し 玉那覇 葉 月

港 区 神奈川県 中堅 久 保 美菜代 沖 縄 県 ・

大将 中 村 美 伶 応 慶留間 幸 音

先鋒 早 瀬 恵里可 し 濱 崎 万梨子

長 崎 県 岡 山 県 中堅 濱 岡 紀久子 長 崎 県 ・

大将 植 月 孝 子 応 萩 原 有 未

先鋒 川 崎 菜 緒 し 鶴 田 彩 乃

松 浦 市 佐 賀 県 中堅 草 野 汐 梨 長 崎 県 ・

大将 畠 山 花 菜 応 果 竹 奈菜珠

先鋒 角 谷 香 織 し 谷 口 佳捺湖

和 歌 山 県 和歌山県 中堅 山 内 綾 福 岡 県 ・

大将 山 本 千 代 応 田 中 利 江

先鋒 林 田 彩 花 し 石 原 葉 月

九 度 山 町 香 川 県 中堅 宮 武 佑 希 和歌山県 ・

大将 竹 下 知 里 応 西 平 春 菜
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先鋒 塚 本 紀 衣 し 中 島 沙 織

岩 手 県 和歌山県 中堅 山 本 千 代 東 京 都 ・

大将 山 内 綾 応 吉 井 和 代

先鋒 春 山 りんか し 山 火 ゆ か

一 戸 町 熊 本 県 中堅 北 島 未 智 岩 手 県 ・

大将 坂 本 優 応 武 田 智 摘

先鋒 塚 本 紀 衣 し 村 上 優

愛 媛 県 和歌山県 中堅 角 谷 香 織 愛 媛 県 ・

大将 山 本 千 代 応 長 澤 美 咲

先鋒 神 山 愛 姫 し 神 山 愛 姫

松 山 市 愛 媛 県 中堅 山 口 味 生 愛 媛 県 ・

大将 八 木 悠 真 応 八 木 悠 真

先鋒 林 田 智 笑 し 仕 入 愛 梨

福 井 県 大 阪 府 中堅 金 岡 智 子 福 井 県 ・

大将 林 田 葉 純 応 渡 辺 啓 乃

先鋒 山 﨑 莉 奈 し 瀧 口 麻 衣

鯖 江 市 福 井 県 中堅 織 田 千 尋 福 井 県 ・

大将 瀧 口 麻 衣 応 織 田 千 尋

先鋒 春 山 さくら し 服 部 ゆかり

茨 城 県 熊 本 県 中堅 春 山 りんか 茨 城 県 ・

大将 佐 藤 あき子 応 新 島 希 美

先鋒 辻󠄀 恵里那 し

常陸大宮市 大 阪 府 中堅 出 口 茉 歩 茨 城 県 ・

大将 増 田 美 咲 応 橋 本 瑠 李

先鋒 し

鹿 児 島 県 中堅 ・

大将 応

先鋒 し

枕 崎 市 中堅 ・

※ 中 止 大将 応

先鋒 し

三 重 県 中堅 ・

大将 応

先鋒 し

津 市 中堅 ・

※ 中 止 大将 応

先鋒 北 希 織 し 田 口 真 耶

栃 木 県 東 京 都 中堅 中 島 沙 織 鹿児島県 ・ 奈 良 県

大将 和 田 うらら 応 秋 葉 笑 里

先鋒 衛 藤 真 歩 し 泉 水 ほのか

栃 木 市 大 分 県 中堅 伊 藤 永 愛 沖 縄 県 ・ 沖 縄 県

大将 坂 口 雅 姫 応 平安名 は な

先鋒 角 谷 香 織 し 田 口 真 耶

鹿 児 島 県 和歌山県 中堅 山 内 綾 鹿児島県 ・

大将 山 本 千 代 応 秋 葉 笑 里

先鋒 山 名 七 海 し 泉 水 ほのか

枕 崎 市 大 分 県 中堅 浦 田 咲 春 沖 縄 県 ・

大将 白 石 結 香 応 城 間 こころ

先鋒 安 藤 万 莉 し 阿 部 真 優

佐 賀 県 佐 賀 県 中堅 江 越 由 季 兵 庫 県 ・

大将 畠 山 花 菜 応 浅 沼 友 貴

先鋒 小 森 亜 実 し 岡 萌

嬉 野 市 佐 賀 県 中堅 大 谷 舞 桜 東 京 都 ・

大将 髙 島 蛍 叶 応 山 本 小百合
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先鋒 石 飛 涼 子 し 阿 部 真 優

滋 賀 県 島 根 県 中堅 高 田 彩 兵 庫 県 ・

大将 安 喰 愛 応 浅 沼 友 貴

先鋒 山 本 小百合 し 山 本 小百合

彦 根 市 東 京 都 中堅 岡 萌 東 京 都 ・

大将 関 笙 乃 応 岡 萌

先鋒 し

青 森 県 中堅 ・

大将 応

先鋒 し

藤 崎 町 中堅 ・

大将 応
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所在地：青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田一丁目１番地

北　緯：40度39分22秒

東　経：140度30分10秒

総面積：37.29㎢

人　口：14,346人(R6.3.31現在)

世帯数：6,176世帯(R6.3.31現在)

　時頼は唐糸御前の死を深く嘆き、この地で菩提を弔ったと言
　われています。
　唐糸御前が弔われた当時の寺院は今はありませんが、その跡地(現在の藤崎町斎場)の近くに唐糸御前史跡公園が整備
されています。園内には唐糸御前のブロンズ像をはじめ古い石碑や五輪塔があり、それに藤棚や美しい花々が彩りを添
え、唐糸御前の魂を慰めています。

　藤は、日本原産の固有種であり、そ
の花は、長くしだれて可憐な花を幾重
にも咲かせ、香りも良い花であるとと
もに、古くから地域の生活に溶け込ん
でおり、多くの町民に親しまれている
花であります。
　また、藤の花の薄紫色を表す「藤
色」は、高貴な感じを受けるととも
に、藤崎町の「藤」とのイメージが観
光面などの対外的なPR効果も期待でき
ます。
　表記については、藤崎町の町名から
そのイメージを感じさせるよう、漢字
で「藤」としています。

　りんご「ふじ」は、日本で最初にり
んごが栽培されて以来、藤崎町の歴史
とともに、農産物特産品の一つとして
歩んできた果樹木であり、品種登録さ
れた地であります。
　また、りんご「ふじ」は、春に可憐
な薄紅色花を咲かせ、町民に甘い香り
と味を堪能させてくれます。
　表記については、単に「りんご」と
するのではなく、品種登録された地の
町名から「ふじ」のイメージを感じさ
せるよう、『りんご「ふじ」』として
います。

　白鳥は、河川や湖沼等に多く飛来し
ており、水面を泳ぐ姿が優雅であると
ともに、冬の大空に飛翔する姿は美し
く、大人から子どもまで広く町民に親
しまれ、愛されている鳥であります。
　また、藤崎町の平川及びその周辺に
は、オオハクチョウやコハクチョウ等
が飛来していることから、包括的な意
味での総称として、白鳥が藤崎町の鳥
にふさわしいと考えます。
　表記については、包括的な総称とし
ての名称とするため、漢字名で「白
鳥」としています。

【藤崎町の観光スポット】

悲恋に散った女性を偲びつつ、藤崎と鎌倉との往来を想う「唐糸御前史跡公園」

　鎌倉時代、五代執権・北条時頼に仕えた女性「唐糸御前」。
　才色兼備の唐糸御前は時頼の寵愛を受けますが、周囲の女性の
妬みを買い、鎌倉を逃れ故郷「藤崎」に戻ります。
　その後、執権を退き仏門に入った時頼が諸国行脚の旅で津軽を
訪れたとき、唐糸御前は彼に逢いたい気持ちに心が揺れつつも、
やつれて容色が衰えてしまった自分を悲観して柳の池に身を投
じ、その生涯を閉じました。

町の花　藤 町の木　りんご「ふじ」 町の鳥　白鳥

写真 写真 写真

【藤崎町の花・木・鳥】

藤崎町位置図

藤崎町 【藤崎町の概要】

　Fujisaki Town

　藤崎町は、青森県津軽平野のほぼ中央に位置し、東は青森市・黒石市、西は弘前市、北は板柳町、南は田
舎館村に接しています。町中心部から県都青森市まで約25㎞、弘前市まで約9㎞の距離にあります。総面積
は37.29㎢で町域には山岳・原野がなく、一級河川である岩木川に連なる平川に接し、地質は第4紀沖積層に
属する、農業に適した肥沃な土壌に恵まれています。気候は、津軽平野の中では比較的温暖で、水と緑に囲
まれた豊かな自然が四季折々に彩りを添えるなど、四季の移り変わりの美しい町です。国道7号と国道339
号、JR奥羽本線と五能線が走り、青森市・弘前市、西北五地域を結ぶ交通の要衝となっています。小さな町
ですが、住みよい暮らしが営め、豊かな自然環境のもと、健やかに過ごせる町づくりをしています。
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連盟名 郵便番号 電話番号

(公財)全日本なぎなた連盟 664-0851 兵庫県伊丹市中央1-6-19  5階 072-775-2838

北海道なぎなた連盟 006-0820 北海道札幌市手稲区前田十条19-7-11 北野方 011-682-8225

青森県なぎなた連盟 038-0004 青森県青森市富田5-14-3 近村方 017-781-5359

岩手県なぎなた連盟 028-4307 岩手県岩手郡岩手町大字五日市11-110-12　 稲村方 0195-62-2779

宮城県なぎなた連盟 989-6143 宮崎県大崎市古川中里2-2-12 熊倉方 090-2970-2287

秋田県なぎなた連盟 010-0851 秋田県秋田市手形字才ノ浜31-42 梅津方 090-4884-7144

山形県なぎなた連盟 990-2412 山形県山形市松山2-11-30　山形県スポーツ会館内　 023-684-7878

福島県なぎなた連盟 969-6500 福島県河沼郡会津坂下町字中岡1-9 佐々木方 0242-82-4446

茨城県なぎなた連盟 310-0061 茨城県水戸市北見町2-27　アトリエK内 029-246-0054

栃木県なぎなた連盟 328-0015 栃木県栃木市万町24-14　 篠原方 090-2330-9032

群馬県なぎなた連盟 373-0816 群馬県太田市東矢島町118-1 井上方 090-1540-7849

埼玉県なぎなた連盟 351-0023 埼玉県朝霞市溝沼7-5-8-610 芦川方 048-468-5815

千葉県なぎなた連盟 285-0843 千葉県佐倉市中志津1-7-A311 加藤方 043-463-3110

東京都なぎなた連盟 170-0004 東京都豊島区北大塚2-17-12 伊藤ビル501 03-3940-0017

神奈川県なぎなた連盟 240-0015 神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩崎町18-23 奥山方 045-336-2122

山梨県なぎなた連盟 400-0008 山梨県甲府市緑が丘2-13-23 岡田方 055-252-8053

新潟県なぎなた連盟 940-0834 新潟県長岡市末広3-8-13 倉金方 090-4959-6628

長野県なぎなた連盟 386-1212 長野県上田市富士山3313-15 我山方 0268-39-4083

富山県なぎなた連盟 939-8005 富山県富山市中市1-14-14 佐野方 076-425-6348

石川県なぎなた連盟 920-0314 石川県金沢市金石御船町1-35 箸本方 076-267-7024

福井県なぎなた連盟 918-8226 福井県福井市大畑町51-23 瀧口方 0776-53-4622

静岡県なぎなた連盟 417-0862 静岡県富士市石坂425-11 片桐方 0545-21-5309

愛知県なぎなた連盟 458-0014 愛知県名古屋市緑区神沢1-1711　 増田方 090-4164-5870

三重県なぎなた連盟 510-0201 三重県鈴鹿市稲生町8232-1　稲生高等学校内 中島気付 059-368-3900

岐阜県なぎなた連盟 501-3817 岐阜県関市仲町14-8 一色方 0575-22-0257

滋賀県なぎなた連盟 520-0112 滋賀県大津市日吉台2-28-8 吉田方 077-579-3496

京都なぎなた連盟 606-0802 京都府京都市左京区下鴨宮崎町59-8　 小川方 075-724-3975

大阪なぎなた連盟 545-0005 大阪府大阪市阿倍野区三明町2-10-32 阿倍野産業会館 (株)広瀬製作所内 06-6623-8708

兵庫県なぎなた連盟 662-0824 兵庫県西宮市門戸東町1-5-304 阿江方 090-3426-3493

奈良県なぎなた連盟 630-0243 奈良県生駒市俵口町242-45 村上方 0743-71-6010

和歌山県なぎなた連盟 641-0033 和歌山県和歌山市松ケ丘2-4-25 坂東方 073-444-6959

鳥取県なぎなた連盟 680-0863 鳥取県鳥取市大覚寺54-28 西尾方 090-7593-7028

島根県なぎなた連盟 693-0073 島根県出雲市西林木町３　出雲北陵中学・高等学校内　 井上気付 0853-21-1871

岡山県なぎなた連盟 709-4331 岡山県勝田郡勝央町植月北2561-1 森谷方 090-5691-3502

広島県なぎなた連盟 731-3411 広島県山県郡安芸太田町穴922-3 福田方 090-7971-7378

山口県なぎなた連盟 747-0825 山口県防府市大字新田1960-4　 森田方 080-1909-8544

香川県なぎなた連盟 766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下260-1 大岡方 0877-73-3665

徳島県なぎなた連盟 779-0302 徳島県鳴門市大麻町大谷字東山谷41-2　 谷崎方 088-689-1254

愛媛県なぎなた連盟 791-8011 愛媛県松山市吉藤4-1-6 鈴木方 089-923-5832

高知県なぎなた連盟 788-0008 高知県宿毛市与市明5-82　高知県立宿毛高等学校内 橋本気付 0880-63-2164

福岡県なぎなた連盟 818-0067 福岡県筑紫野市俗明院133-3-907 矢野方 090-928-7342

佐賀県なぎなた連盟 849-4261 佐賀県伊万里市山代町立岩732 山本方 0955-28-3317

長崎県なぎなた連盟 848-0403 長崎県松浦市福島町塩浜免2944-21　松浦市立福島診療所 荒木気付 090-4996-5821

熊本県なぎなた連盟 862-0950 熊本県熊本市中央区水前寺5-23-2　熊本武道館内 096-383-4912

大分県なぎなた連盟 870-0835 大分県大分市上野丘1-11-14　大分県立爽風館高等学校内　 渡辺気付 097-547-7700

宮崎県なぎなた連盟 883-0022 宮崎県日向市大字平岩493-1 黒木方 090-4998-0207

鹿児島県なぎなた連盟 892-0872 鹿児島県鹿児島市大明丘3-43-7　 平山方 099-243-8737

沖縄県なぎなた連盟 903-0112 沖縄県中頭郡西原町字我謝815　ﾒｿﾞﾝﾗｲﾌ103 瀬長方 090-3071-0921

全日本学生なぎなた連盟 664-0858 兵庫県伊丹市西台1-5-21　伊丹くれたけﾏﾝｼｮﾝ601 072-782-4558

なぎなた連盟事務局一覧

住　　　　　　所
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JSPO事業概要パンフレット「スポーツと、望む未来へ。」≫≫

スポーツにおける暴力行為等根絶宣言・スポーツ・インテグリティ確保に関する協力覚書≫≫

「スポハラ」をなくすためには

「いかなる理由でも、指導者・
コーチによる不適切な行為は

あってはならない」
とスポーツに携わるすべての人が思うことが重要です。



① 教材・動画の公開

② 普及啓発活動の実施・イベントの開催

『スポハラ』根絶に向けた取組み











から へ

ＰＣ・スマホ
https://kirokukensaku.net/5NS26/index.html

フィーチャーフォン（ガラケー）
http://kirokukensaku.net/5NS26/mob/index.html

藤崎町実行委員会ＨＰ
https://town.fujisaki.lg.jp/index.cfm/9,0,92,html

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
https://www.instagram.com/fuji_2026/

Ｘ （旧 Twitter）
http://x.com/fuji_2026

青の煌めきあおもり国スポ藤崎町実行委員会事務局

競 技 結 果 速 報

あおもり 宮崎
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